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はじめに

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portalインストレーション・ガイドでは、単純な非クラスタ環境にOracle WebCenter Portalをインストール、構成およびトラブルシューティングする際の情報およびその手順について説明します。


対象読者

このガイドは、Oracle WebCenter Portalを初めてインストールするユーザーを対象としており、読者は、ユーザーやグループの作成、グループへのユーザーの追加、製品のインストール先コンピュータにオペレーティング・システムのパッチをインストールするなど、一定のシステム管理操作に習熟している必要があります。UNIXシステムにインストールする場合、一部のスクリプトを実行する際、rootアクセスが必要です。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleカスタマは、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1)のドキュメント・セット内の次のドキュメントまたはOracle Technology Network (OTN)のhttp://www.oracle.com/technology/index.htmlを参照してください。

	
『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』。このガイドには、Oracle Fusion Middleware製品をインストールする前に読んでおく必要がある有用な情報が含まれています。


	
『Oracle Fusion Middleware概要』。このガイドでは、Oracle Fusion Middleware環境での一般的な用語や概念を説明します。


	
『Oracle Application Server管理者ガイド』。このガイドには、インストールおよび構成が完了した後に、Oracle Fusion Middleware環境を管理するための情報が含まれています。


	
『Oracle Fusion Middleware相互運用および互換性ガイド』。このガイドには、Oracle Fusion Middleware製品が旧バージョンの他のOracle Fusion Middleware、Oracleまたはサード・パーティ製品と機能するために重要な情報が記載されています。





表記規則

このドキュメントでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













1 インストールの概要

この章では、Oracle WebCenter Portalの概要と、単純な非クラスタ・トポロジにOracle WebCenterをインストールおよび構成するタスクの概要を説明します。内容は次のとおりです。

	
第1.1項「Oracle WebCenter Portalの概要」


	
第1.2項「WebCenter Portalのインストールの開始ポイント」


	
第1.3項「Oracle WebCenter Portalの製品」


	
第1.4項「WebCenter Portalの管理対象サーバー」


	
第1.5項「Oracle WebCenter Portalのインストールのディレクトリ構造」


	
第1.6項「WebCenter Portalのインストールのロードマップ」






1.1 Oracle WebCenter Portalの概要

Oracle WebCenter Portal (Oracle Fusion Middlewareの1製品)は、ポータル、Webサイトおよびコンポジット・アプリケーションの作成用に設計されたコンポーネントの統合スイートです。WebCenter Portalは、Java Server Faces (JSF)の標準ベースの宣言型開発、ポータルの柔軟性とパワー、および統合された一連のWebCenter Web Portalサービスを組み合せて、エンドユーザーの生産性を高めます。WebCenter Portalを介して提供されるコンポーネントのセットを使用して、ソーシャル・アプリケーション、エンタープライズ・ポータル、コンポジット・アプリケーションおよびインターネット、イントラネットWebサイトを作成できます。

WebCenter Portalは、ユーザーがポータルまたはアプリケーションのコンテキストから、インスタント・メッセージング、ドキュメント、コンテンツ管理、ディスカッション・フォーラム、Wiki、ブログ、タグなどのサービスを直接通信することが可能なオープンで拡張可能なソリューションです。このツールおよびサービスによって、ユーザーおよびITが、次世代のコラボレーションが可能なアプリケーションおよびポータルを構築およびデプロイするのが可能になります。






1.2 WebCenter Portalのインストールの開始ポイント

このガイドでは、単純な非クラスタ・トポロジに、Oracle WebCenter Portalをインストールおよび構成する方法について説明します。

現在の環境に最適な開始ポイントから、WebCenter Portalをインストール、アップグレードおよびパッチ適用する手順の詳細は、『Oracle WebCenter Portalインストレーションおよび構成ロードマップ』を参照してください。

WebCenter Portalを他のFusion Middlewareまたはサード・パーティ製品を含む環境にインストールし、WebCenter Portalコンポーネントをこれらの他の製品と連携させて使用するように構成する場合は、『Oracle Fusion Middleware相互運用および互換性ガイド』を参照して、互換性と相互運用性を確認してください。






1.3 Oracle WebCenter Portalの製品

WebCenterには、インターネットWebサイト、イントラネット、エクストラネットおよびソーシャル・ネットワーキング・アプリケーションを利用している顧客を開拓するための完全な機能を提供するコンポーネントが含まれます。

WebCenter Portalには、ユーザーが迅速にポータル、コミュニティ、ソーシャル・ネットワーキング・サイトを作成することを可能にするツールを備えたOracle WebCenter Portal: SpacesというSpacesアプリケーションがあります。また、WebCenter Portalでは、アプリケーション開発者は、Oracle JDeveloperなどのIDEを使用してWebCenter Portal: Framework アプリケーションやポートレット・プロデューサ・アプリケーションを構築できいます。

WebCenter Portalアプリケーションでは、ユーザーはポートレットや様々なWebCenter Portalサービスを含める選択をすることが可能です。WebCenter Portalアプリケーションで必要な機能に応じ、インストールするWebCenter Portalコンポーネントを選択できます。図1-1では、WebCenter Portalのコンポーネントをハイライト表示しています。


図1-1 構成ウィザード - Oracle WebCenter Portalの製品

[image: 図1-1の説明が続きます]

「図1-1 構成ウィザード - Oracle WebCenter Portalの製品」の説明





次のWebCenter Portalコンポーネントは、ドメインの作成または拡張中のいずれかにインストールできます。これらのコンポーネントのインストールはオプションです。

	
Oracle WebCenter Spaces

Oracle WebCenter Portal: Spacesは、一連の強力なサービスとアプリケーションによって、ソーシャル・ネットーワーク、通信および個人の生産性向上を実現する、統合された単一のWebベース環境を提供します。


	
Oracle WebCenterサービス・ポートレット

Oracle WebCenterサービス・ポートレットには、事前定義されたすぐに使用できるプロデューサが用意されており、アプリケーション開発者はこれを利用し、WebCenter Portalサービス・タスク・フローをWSRPポートレットまたはページレットとしてOracle Portal、Oracle WebLogic PortalおよびOracle WebCenter Interactionで公開できます。これらのポートレットはWebCenter Portalアプリケーションで使用することは意図していません。


	
Oracle WebCenterページレット・プロデューサ

Oracle WebCenter Portalのページレット・プロデューサでは、Webリソース(アプリケーション、コンポーネントおよびプログラム可能な機能)の様々なセットを作成および管理し、これらのリソースを既存のWebアプリケーションまたは新しい開発者によるマッシュアップと組み合せる機能を提供します。これによって、多種多様なWebテクノロジ(AJAX、REST、JavaScriptなど)使用してページレットを構築可能になります。


	
Oracleポートレット・プロデューサ

Oracle WebCenter Portalポートレット・プロデューサでは、標準ベースのポートレット(JSR 286、WSRP 1.0および2.0)と、従来のOracle PDK-Javaベースのポートレットの両方のデプロイメントと実行をサポートしています。これには、OmniPortlet、Webクリッピング、WSRPパラメータ・フォーム・ポートレット、サンプルWSRPポートレット・プロデューサおよびサンプルPDK-Javaポートレット・プロデューサという複数の事前構成済ポートレット・プロデューサが含まれています。


	
Oracle WebCenterディスカッション・サーバー

Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーでは、SpacesアプリケーションおよびFrameworkアプリケーションへのディスカッション・フォーラムとお知らせの統合をサポートしています。


	
Oracle WebCenterアクティビティ・グラフ・エンジン

Oracle WebCenter Portalアクティビティ・グラフ・エンジンは、エンタープライズ・アプリケーションによって収集されるアクション用の中央リポジトリとなります。アクションには、接続の作成、ドキュメントのアップロード、ディスカッション・フォーラムの訪問などのタスクが含まれます。ユーザーは、WebCenter Analyticsによって収集される様々な統計を分析可能になります。WebCenterアクティビティ・グラフによる分析の出力は、オブジェクトおよびユーザーについて収集されたスコアであり、リコメンデーションを示すために使用されます。


	
Oracle WebCenter Personalization

Oracle WebCenter PortalのPersonalizationは、選択した基準に基づいて対象のユーザーにアプリケーション・コンテンツを配信する機能を提供します。


	
Oracle WebCenter Analyticsコレクタ

Oracle WebCenter Portal Analyticsコレクタでは、ポータルおよびコンポジット・アプリケーション内のアクティビティとコンテンツの使用に関する包括的なレポートを作成できます。







	
注意:

Frameworkアプリケーションとポートレット・プロデューサ・アプリケーションをデプロイする場合、カスタム管理対象サーバーを作成する必要があります。カスタム管理対象サーバーは、必要なテンプレートを使用しWebCenterドメインを拡張して作成できます。














1.4 WebCenter Portalの管理対象サーバー

インストール時、WebCenter Portalのドメインを構成する必要があります。基本のドメイン・インフラストラクチャは、1つの管理サーバーと様々なオプションの管理対象サーバーで構成されます。WebCenter Portalでドメインを構成する場合、それが新規ドメインである場合、WebLogic管理サーバーが作成されます。インストールすることを選択したWebLogic Portalコンポーネントによって、様々なWebLogicサーバー・インスタンスが作成され、各コンポーネントは適切な管理対象サーバーにデプロイされます。管理対象サーバーは、Oracleシステム・ライブラリ(JRFライブラリ)とOracle ADFライブラリでプロビジョニングされます。

表1-1に、WebCenter Portalのインストール時に作成される可能性のあるWebLogicサーバー・インスタンスを示します。


表1-1 WebCenter Portalのインストール時に作成されるWebLogic Serverインスタンス

	WebLogicサーバー・インスタンス	コンポーネント/ホストされるアプリケーション	説明
	
AdminServer

	
	
これがWebLogic管理サーバーです。管理サーバーはWebLogic Serverドメインを管理するための中枢になります。

管理サーバーは、管理コンソールとOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlコンソールをホストします。


	
WC_Spaces

	
Oracle WebCenter Portal: Spaces

	
この管理対象サーバーは、WebCenterドメインの作成または拡張時に、Oracle WebCenter Portal: Spacesのインストールを選択すると作成されます。


	
WC_Portlet

	
WebCenter Portalポートレット

ページレット・プロデューサ

Oracle WebCenterサービス・プロデューサ

	
この管理対象サーバーは、WebCenterドメインの作成または拡張時に、Oracle WebCenter Portalページレット・プロデューサ、Oracleポートレット・プロデューサ、Oracle WebCenterサービス・プロデューサのインストールを選択すると作成されます。


	
WC_Collaboration

	
Oracle WebCenter Portalのディスカッション・サーバー

	
この管理対象サーバーは、WebCenterドメインの作成または拡張時に、Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーのインストールを選択すると作成されます。


	
WC_Utilities

	
Oracle WebCenter Analyticsコレクタ

Oracle WebCenterアクティビティ・グラフ・エンジン

Oracle WebCenter Personalization

	
この管理対象サーバーは､WebCenterドメインの作成または拡張時に、前の列のいずれかの製品のインストールを選択すると作成されます。


	
WC_CustomPortal

	
Frameworkアプリケーション

	
これは、Frameworkアプリケーションをホストするカスタム・ポータル管理対象サーバーです。Frameworkアプリケーションをデプロイする場合、oracle.wc_custom_portal_template_11.1.1.jarテンプレートを使用してWebCenterドメインを拡張し、このカスタム管理対象サーバーを作成する必要があります。


	
WC_CustomServicesProducer

	
ポートレット・プロデューサ・アプリケーション

	
これは、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションをホストするカスタム・サービス・プロデューサ管理対象サーバーです。ポートレット・プロデューサ・アプリケーションをデプロイする場合、oracle.wc_custom_services_producer_template_11.1.1.jarテンプレートを使用してWebCenterドメインを拡張し、このカスタム管理対象サーバーを作成する必要があります。








図1-2に、管理サーバーとホスト対象のアプリケーションをピンクで示します。WebCenter Portalのコンポーネントおよびアプリケーションは黄色で、実行される管理対象サーバーは茶色で示します。


図1-2 WebCenter Portalのドメイン構造

[image: 図1-2の説明が続きます]

図1-2「WebCenter Portalのドメイン構造」の説明









1.5 Oracle WebCenter Portalのインストールのディレクトリ構造

図1-3に、単一のホスト上のWebCenter Portalインストールのディレクトリ構造を示します。

WebLogic Serverをインストールすると、インストーラによってMiddlewareホーム・ディレクトリが作成され、その下にWebLogic Serverホーム・ディレクトリが作成されます。図1-3のピンクのボックスは、作成されたディレクトリを示します。インストールしたノード・マネージャは、WebLogic Serverホーム・ディレクトリの下にインストールされます。

WebCenter Portalをインストールすると、同じMiddlewareホーム・ディレクトリの下に、次のディレクトリが作成されます(図1-3の緑のボックス)。

	
WebCenter Portal Oracleホーム(Oracle_WC1) - WebCenter Portalのソフトウェア・バイナリを含みます。


	
Oracle共通ホーム(oracle_common) - Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlおよびJava Required Files (JRF)に必要なバイナリおよびライブラリ・ファイルを含みます。各Middlewareホームに配置できるOracle共通ホームは1つだけです。




WebCenter Portal OracleホームとOracle共通ホーム・ディレクトリは、両方とも既存のMiddlewareホーム・ディレクトリ内に存在する必要があります。

WebCenter Portalのインストール後、構成ウィザードを使用してWebLogic Serverドメインを構成します。図1-3に、ドメイン・ホームの場所にデフォルト値を使用し新しいドメインを構成すると作成される典型的なディレクトリ構造を示します。

ただし、WebCenterドメイン・ホームとアプリケーション・ホーム・ディレクトリは、システムの任意の場所に作成できます。MiddlewareホームやWebCenter Portal Oracleホームのいずれかにパッチを適用する必要がある場合でも、ドメインとアプリケーション・データの情報を変更しないよう、MiddlewareホームとWebCenter Portal Oracleホーム・ディレクトリの両方の外にこれらのディレクトリを作成することをお薦めします。


図1-3 Oracle WebCenter Portalのインストールのディレクトリ構造

[image: 図1-3の説明が続きます]

「図1-3 Oracle WebCenter Portalのインストールのディレクトリ構造」の説明





表1-2に、WebLogic ServerおよびWebCenter Portalドメインの管理で特に重要な説明とスクリプトを示します。


表1-2 WebLogic ServerおよびWebCenter Portalドメインの管理用のスクリプト

	スクリプト	説明
	
startNodeManager.sh

	
ノード・マネージャを起動します。

ノード・マネージャでは、管理コンソールまたはコマンドラインを使用して管理対象サーバーをリモートで起動または停止できます。


	
setDomainEnv.sh

	
ドメインのWebLogic Serverを起動するよう環境を設定します。デフォルトでは、このスクリプトはstartWebLogic.shスクリプトによって起動されます。


	
startWebLogic.sh

	
ドメインのWebLogic Serverを起動します。


	
stopWebLogic.sh

	
ドメインのWebLogic Serverを停止します。


	
startManagedWebLogic.sh

	
ドメインの管理対象サーバーを起動します。


	
stopManagedWebLogic.sh

	
ドメインの管理対象サーバーを停止します。


	
wlst.sh

	
WebLogic Scripting Tool (WLST)では、WebCenter Portalのコマンドを実行できます。これらのコマンドを使用すると、コマンドラインからWebCenter Portalアプリケーションを構成できます。












1.6 WebCenter Portalのインストールのロードマップ

図1-4では、WebCenter Portalのインストールおよび構成における高レベルなタスクを示します。フロー・チャートで必要なタスクをクリックするとタスクの完了方法の情報が示されますが、表1-3で様々なタスクの説明を参照することも可能です。表1-3には、タスクが必須であるかオプションであるかということ、また各タスクの詳細が記載されたドキュメントへのリンクを示します。


図1-4 単純なトポロジへのWebCenter Portalのインストール

[image: 図1-4の説明が続きます] 

図1-4「単純なトポロジへのWebCenter Portalのインストール」の説明






表1-3 単純なトポロジへのOracle WebCenter Portalのインストール

	タスク	説明	必須/オプション	ドキュメント
	
インストール前のタスク


	
システム要件の確認

	
環境がWebCenter Portalの最小インストール要件を満たしていることを確認します。

	
必須

	
次のリンクを参照してください。

	
ハードウェアとソフトウェアの要件、データベース・スキーマの要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリなどのシステム要件の詳細は、Oracle Fusion Middlewareシステム要件および仕様に関するドキュメントを参照してください。


	
動作保証の詳細は、「Oracle Fusion Middlewareサポートされるシステム構成」ページの「Oracle Fusion Middleware 11gR1のシステム要件およびサポート対象プラットフォーム」のリンクを参照してください。


	
相互運用性および互換性の詳細は、『Oracle Fusion Middleware相互運用性および互換性ガイド』を参照してください。





	
データベースのインストールおよび構成

	
サポートされているデータベースが起動され、動作中であることを確認します。Oracle WebCenterは、サポート対象のバージョンのOracle Database、Microsoft SQL ServerおよびIBM DB2のいずれのデータベースにもインストールできます。

	
必須

	
次のリンクを参照してください。

	
データベースのサポート対象バージョンの詳細は、「Oracle Fusion Middlewareサポートされるシステム構成」ページの「Oracle Fusion Middleware 11gR1のシステム要件およびサポート対象プラットフォーム」リンクを参照してください。


	
サポート対象のデータベースのRCU要件の詳細は、Oracle Fusion Middlewareシステム要件と仕様に関するページを参照してください。





	
スキーマの作成

	
RCUを使用し、MDS、WEBCENTER、PORTLET、ACTIVITIESおよびDISCUSSIONSのWebCenter Portalスキーマを作成します。作成する必要のあるスキーマは、インストールする計画のあるWebCenter Portal製品により異なります。WebCenter Portalアプリケーションごとに、個別にWebCenterスキーマを作成する必要があります。

注意: IBM DB2データベースを使用している場合、RCUを実行する前にオペレーティング・システム・ユーザーを各スキーマに1人作成していることを確認してください。

	
必須

	
次のタスクの詳細は、リンクを参照してください。

	
作成する必要のあるWebCenterスキーマの決定


	
RCUの入手


	
RCUの開始


	
スキーマの作成





	
Oracle WebLogic Serverのインストール

	
WebCenter PortalではOracle WebLogic Serverが必要です。WebLogic Serverをインストールすると、Middlewareホームも作成されます。WebCenter Portalのインストール時には、このMiddlewareホームを使用します。

注意: WebLogic Serverを64ビットのJDKを使用し、64ビットのプラットフォームにインストールする場合、WebLogic Serverのインストール前に64ビットのJDKをインストールする必要があります。

	
必須

	
次のタスクの詳細は、リンクを参照してください。

	
インストールに必要なOracle WebLogic Serverバージョンの決定


	
Oracle JRockit 64ビットJDKのインストール


	
インストーラのダウンロード


	
WebLogic Serverのインストール





	
インストール・タスク


	
WebCenter Portalのインストール

	
WebCenter Portalソフトウェアをダウンロードします。

インストーラを使用しWebCenter Portalをインストールします。インストーラによって、すべてのWebCenter Portal製品のバイナリが配置されます。

	
必須

	
WebCenter Portalのインストール


	
必要に応じたその他のFusion Middleware製品のインストール

	
要件に応じ、次などのその他のOracle Fusion Middleware製品をインストールします。

	
Oracle WebCenter Content Server - コンテンツ・プレゼンテータでは必須、ドキュメント・サービスでは推奨。


	
Oracle SOA Suite - ワークリスト・サービスとSpacesワークフローでは必須。


	
Oracle Web Tier (Oracle HTTP Server) - Content Serverの統合およびSSO (SSOは複数のログイン・プロンプトを停止するために必要) では推奨、RESTおよびSOAでは必須。




	
オプション

	
次のタスクの詳細は、リンクを参照してください。

	
Oracle WebCenter Content Serverのインストール


	
Oracle SOA Suiteのインストール


	
Oracle Web Tier (Oracle HTTP Server)





	
WebCenter Portal用のドメインの構成

	
WebCenter Portalのドメインを作成して、インストールするコンポーネントを選択します。

	
必須

	
WebCenter Portalの構成


	
WebCenter Portalドメインの拡張

	
WebCenter Portalドメインの作成時に、1つ以上のWebCenter Portalコンポーネントを構成しない場合は、後でWebCenter Portalドメインを拡張することで追加できます。

組織でFrameworkアプリケーションとポートレット・プロデューサ・アプリケーションを使用する計画がある場合、これらのアプリケーションをデプロイするためにカスタム管理対象サーバーを作成してドメインを拡張する必要があります。

ドメインは、WebCenter Portalを初めて構築した直後でなくてもいつでも拡張できます。

	
オプション

	
次のためにドメインを拡張します。

	
WebCenter製品の追加インストール


	
Frameworkアプリケーションのためのカスタム管理対象サーバーの作成


	
ポートレット・プロデューサ・アプリケーションのためのカスタム管理対象サーバーの作成


	
Oracle BPM Process Spacesの有効化





	
インストール後のタスク


	
サーバーの起動

	
WebCenter Portalを起動するには、最初に管理サーバーを起動する必要があります。管理対象サーバーの共通の操作を実行するため、ノード・マネージャを構成した場合、ノード・マネージャを起動します。

WebCenter Portalコンポーネントの使用を開始するには、そのコンポーネントがデプロイされた管理対象サーバーをまず起動する必要があります。その後は、そのコンポーネントのURLにアクセスし、要件に従ってコンポーネントを構成することができます。

	
必須

	
次のタスクの詳細は、リンクを参照してください。

	
管理サーバーの起動


	
ノード・マネージャの起動


	
管理対象サーバーの起動


	
インストールの確認





	
セキュリティ・コンポーネントのインストールと構成

	
外部のLDAPベースの認証プロバイダをインストールし、WebCenter Portalで使用するよう構成します。WebCenter Portalはデフォルトで、本番環境には推奨されないOracle WebLogic Serverに組込みのLDAPアイデンティティ・ストアを使用します。

Oracle WebCenter Content Serverおよびディスカッションには、外部のLDAPベースのIDストアが必須です。Oracle WebCenter Content Serverとの統合には、シングル・サインオン(SSO)を構成することをお薦めします。

	
本番環境では必須

	
次のリンクを参照してください。

	
外部LDAPベースのIDストアのインストール


	
外部のLDAPベースのIDストアを使用するWebCenter Portalの構成


	
ポリシーおよび資格証明ストアの構成


	
SSOの構成





	
Oracle WebCenter Content Serverのドメインの構成

	
Oracle WebCenter Content ServerのWebCenter Portalのコンテンツ・リポジトリとしての構成

Oracle PortalとMicrosoft SharePointのその他のコンテンツ・リポジトリの構成も選択可能です。

	
必須

(Oracle WebCenter Contentはコンテンツ・プレゼンテータでは必須、ドキュメント・サービスとSpacesアプリケーションでは推奨です)。

	
コンテンツ・リポジトリの構成の詳細は、次のリンクを参照してください。

	
Oracle WebCenter Contentサーバー


	
Oracle Portal


	
Microsoft SharePoint





	
WebCenter Portalサービスのその他のバックエンド・コンポーネントのインストール、構成および接続

	
開発者およびアプリケーション・ユーザーは、WebCenter PortalサービスにFrameworkアプリケーションおよびSpacesアプリケーションを統合できます。特定のサービスは、メール・サービスがMicrosoft Exchange Serverなどのメール・サーバーに依存するおうに、バックエンド・コンポーネントに依存します。WebCenter Portalアプリケーションにサービスを統合できるようにするには、必要なバックエンド・コンポーネントをインストールして構成する必要があります。

Spacesには、スペース・メンバーシップ通知やスペース・サブスクリプション・リクエストなどのための、あらかじめ構築されたいくつかのワークフローが用意されています。これらを有効にするには、Business Process Execution Language(BPEL)サーバーをインストールして構成する必要があります。

	
オプション

	
WebCenter Portalサービスのバックエンド・コンポーネントのインストールおよび構成については、次を参照してください。

	
Analyticsコレクタへの接続


	
BPELサーバーへの接続


	
ディスカッション・サーバーへの接続


	
Spacesワークフローの構成


	
ポートレット・プロデューサの登録


	
ページレット・プロデューサの登録


	
プレゼンス・サーバーへの接続


	
SES検索の構成


	
パーソナライズの構成


	
メール・サーバーへの接続


	
イベント・サーバーへの接続


















2 Oracle WebCenter Portalのインストール

この章では、Oracle WebCenter Portalのインストール方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第2.1項「インストールの準備」


	
第2.2項「Oracle WebCenter Portalのインストール」


	
第2.3項「Oracle JDeveloperのインストール」






2.1 インストールの準備

Oracle WebCenter Portalをインストールする前に、次のソフトウェアおよびスキーマをインストールする必要があります。

	
Oracle WebLogic Server


	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用したWebCenter Portalスキーマのデータベースへのインストール




開始前に、表1-3にリストされているインストール前のタスクが完了していることを確認します。






2.2Oracle WebCenter Portalのインストール

デフォルトでは、すべてのOracle WebCenter Portal製品(完全なリストは、第1.3項「Oracle WebCenter Portalの製品」を参照)がシステムにインストールされます。製品のインストール後、Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを実行して、選択した製品を構成できます。

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.2.1項「ソフトウェアの入手」


	
第2.2.2項「インストーラの起動」


	
2.2.3項「Oracleインベントリの構成(UNIXのみ)」


	
第2.2.4項「インストールの画面と説明」






2.2.1 ソフトウェアの入手

具体的なニーズに応じて、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアを入手できる場所は複数あります。詳細は、「Oracle Fusion Middlewareダウンロード、インストール、構成のREADME」ページにある、特定のリリースのREADMEファイルを参照してください。

ダウンロード場所の1つを選択し、「SOA Suite」をダウンロードします。これは、.zipアーカイブ・ファイルとして使用システムに保存されます。

アーカイブ・ファイルをダウンロードした後、インストールを実行するマシンの選択したディレクトリにアーカイブ・ファイルを解凍します。






2.2.2 インストーラの起動

インストーラを実行するには、アーカイブ・ファイルを解凍したディレクトリに移動し、Disk1ディレクトリに切り替えます。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


cd unpacked_archive_directory/Disk1
./runInstaller -jreLoc JRE_LOCATION


Windowsオペレーティング・システムの場合:


cd unpacked_archive_directory\Disk1
setup.exe -jreLoc JRE_LOCATION


インストーラでは、システム上のJava Runtime Environment (JRE)の場所のフルパスが必要となります。これは、-jreLocパラメータを使用して指定する必要があります。Oracle WebLogic Serverをインストールしたときに、システムのMiddlewareホーム内のjdk160_versionディレクトリにJREがインストールされています。この場所をJRE_LOCATIONとして使用してインストーラを実行できます。

インストーラによって作成されるログ・ファイルと各ログ・ファイルの内容については、第D.2.1項「インストール・ログ・ファイル」を参照してください。






2.2.3 Oracleインベントリの構成(UNIXのみ)

UNIXオペレーティング・システムにインストールする場合で、Oracle Universal InstallerによるOracle製品のインストールをそのシステム上で初めて行う場合は、インベントリ・ディレクトリの場所を尋ねられます。これは、インストーラがサブディレクトリを設定し、このシステムにインストールされている各Oracle製品のインベントリ・データを保持する場所です。

表2-1の手順に従って、インベントリ・ディレクトリの情報を構成します。詳細は、表で画面名をクリックするか、またはGUIで「ヘルプ」ボタンをクリックします。


表2-1 インベントリ・ディレクトリおよびグループの画面

	画面	説明と必須作業
	
インベントリ・ディレクトリの指定


	
Oracleインベントリ・ディレクトリおよびそのディレクトリのグループ権限を指定します。グループは、Oracleインベントリ・ディレクトリへの書込み権限を持っている必要があります。


	
インベントリの場所の確認


	
createCentralInventory.shスクリプトをrootとして実行します。












2.2.4 インストールの画面と説明

表2-2に、Oracle Universal Installerで表示される画面のリストを示します。表2-2の手順に従って、Oracle WebCenter Portalをインストールします。画面の詳細を参照するには、表の画面名をクリックします。

インストール画面についてさらにヘルプが必要な場合は、付録A「Oracle WebCenter Portalのインストール画面」を参照するか、GUIで「ヘルプ」をクリックしてオンライン・ヘルプにアクセスしてください。


表2-2 Oracle WebCenter Portalのインストール画面

	画面	説明と必須作業
	
ようこそ


	
このページからOracle Fusion Middlewareのインストーラが開始します。


	
ソフトウェア更新のインストール


	
ソフトウェア更新の取得に使用する方法を選択するか、更新しない場合は「ソフトウェア更新のスキップ」を選択します。

更新が見つかった場合、インストーラは、この時点で更新の適用を自動的に試みるため、インストールの実行に使用しているサーバーがインターネットに接続されていることを確認してください。

一部の更新はインストーラの再起動を必要とします。インストーラの再起動が発生した場合、次は「ソフトウェア更新のインストール」画面は表示されません。


	
前提条件のチェック


	
必要なすべての前提条件をシステムが満たしていることを確認します。


	
インストール場所の指定


	
Oracle MiddlewareホームとOracleホームの場所を指定します。

Oracle共通ホーム(oracle_common)ディレクトリはMiddlewareホーム内に自動的に作成されるため、Oracleホーム・ディレクトリの名前としてoracle_commonを使用しないでください。


	
アプリケーション・サーバー


	
アプリケーション・サーバーを選択し、その場所を指定します。


	
インストール・サマリー


	
この画面の情報を確認し、「インストール」をクリックしてインストールを開始します。


	
インストールの進行状況


	
この画面はインストールの進行状況を示します。

進行状況が100%完了したことを示している場合、「次へ」をクリックして続行します。


	
インストール完了


	
「保存」をクリックして構成情報をファイルに保存します。この情報には、後でアクセスするために必要になる可能性のあるポート番号、インストール・ディレクトリ、URLおよびコンポーネント名が含まれます。

構成情報を保存後、「終了」をクリックして画面を終了します。














2.3 Oracle JDeveloperのインストール

Oracle JDeveloperをインストールしてOracle WebCenter Portalとともに使用する場合は、この項の情報を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle JDeveloperについて


	
Oracle WebCenter Portalのアプリケーション開発にOracle JDeveloperをインストールする際の特記事項






2.3.1 Oracle JDeveloperについて

Oracle JDeveloperは、Java、XML、SQLおよびWebサービスの業界標準を使用するWebサービス指向アプリケーション(WebCenter Portalアプリケーションなど)の構築用の無料の統合開発環境(IDE)です。これは、開発ライフサイクル全体をサポートし、アプリケーションのモデリング、コーディング、デバッグ、テスト、プロファイリング、チューニングおよびデプロイのための統合された機能を提供します。

JDeveloperは、Struts、Ant、JUnit、XDocletsおよびCVSのための組込み機能を持つポピュラーなオープンソースのフレームワークやツールと連携して動作します。また、開発者が開発環境に機能を追加したり、開発環境をカスタマイズできるようにするためのExtensions SDKも含まれています。

デプロイメントへのOracle JDeveloperのインストールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle JDeveloperインストレーション・ガイド』を参照してください。






2.3.2 Oracle WebCenter Portalのアプリケーション開発にOracle JDeveloperをインストールする際の特記事項

この項では、Oracle WebCenter PortalとともにOracle JDeveloperをインストールする際に考慮すべき重要な情報を説明します。

通常、Oracle JDeveloperは開発マシンにインストールし、アプリケーションをテストするためにリモートのOracle WebCenter Portalドメインに接続します。




	
注意:

Oracle JDeveloperとOracle WebCenter Portalは、同じMiddlewareホーム・ディレクトリにはインストールしないようにする必要があります。製品ごとに別のMiddlewareホームを作成する必要があります。












	
注意:

Windowsオペレーティング・システムでOracle JDeveloperをインストールする場合は、必ず空白を含まないディレクトリを選択します。たとえば、Oracle JDeveloperのインストール・ディレクトリとしてC:\My Homeは使用しません。Oracle JDeveloperのインストール・ディレクトリのパスに空白が含まれている場合、WebCenter Portalアプリケーションのページは表示されません。









JDeveloperを使用してWebCenter Portalアプリケーションを構築するには、ユーザーはWebCenter拡張バンドルをインストールする必要があります。WebCenter拡張バンドルは、JDeveloper Studio Editionに完全なWebCenter機能セットを提供するJDeveloperアドインです。Oracle JDeveloperの入手およびインストールの詳細は、次のURLのOTNでOracle JDeveloperのページを参照してください。


http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/jdev/overview/index.html


WebCenter拡張バンドルのインストールの詳細は、『Oracle WebCenter Framework開発者ガイド』のWebCenter拡張バンドルのインストールに関する項を参照してください。




	
注意:

JDeveloperが参照する(JDeveloperがランタイム・ファイルの格納に使用する)ユーザー・ホーム・ディレクトリの環境変数を設定することを、強くお薦めします。この変数を設定すると、一部の状況で発生することが知られている長いパス名のエラーを受信しないようにできます。

Windows、Linux、UNIXおよびMac OS Xオペレーティング・システムでこの変数を設定する詳細な手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle JDeveloperインストレーション・ガイド』(Oracle Fusion Applications Edition)のユーザー・ホーム・ディレクトリの設定に関する説明を参照してください。



















3 Oracle WebCenter Portalの構成

この章では、Oracle Universal Installerを使用してWebCenter Portal製品のバイナリを配置した後にOracle WebCenter Portalを構成する手順を示します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第3.1項「Oracle WebCenter Portalを構成する準備」


	
第3.2項「構成の手順」


	
第3.3項「構成後のタスク」


	
第3.4項「外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアの設定」






3.1 Oracle WebCenter Portalを構成する準備

Oracle WebCenter Portalを構成するには、Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用します。この項では、ウィザードを実行する前に確認する必要のあるタスクをリストします。

この項では、次の項目について説明します。

	
第3.1.1項「サーバーでのデフォルト・ポート番号の使用」


	
第3.1.2項「管理対象サーバーでのデフォルト設定の使用」


	
第3.1.3項「稼働中の管理対象サーバーの停止」


	
第3.1.4項「Oracle RACデータベースでの構成ウィザードの実行」






3.1.1 サーバーでのデフォルト・ポート番号の使用

デフォルトでは、各ドメインに作成されたサーバーは、同じポート番号のセットを使用します(たとえば、管理サーバーはポート7001を使用します)。カスタム・ポート番号を使用する必要がある場合は、Oracle Fusion Middleware構成ウィザードの実行時にポート番号を変更できます。

	
管理サーバーのポート番号は、「管理サーバーの構成」画面で変更できます。


	
ドメイン内のすべての管理対象サーバーのポート番号は、「管理対象サーバーの構成」画面で変更できます。




ただし、すべてのサーバーでデフォルトのポート番号を使用することをお薦めします。

ポート番号の詳細は、次を参照してください。

	
『Oracle Application Server管理者ガイド』のポート番号に関する説明


	
『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』の複数のOracleホーム間でのポート番号の確認に関する説明









3.1.2 管理対象サーバーにデフォルト設定を使用

Oracle WebCenter Portalを構成する際に、インストールするコンポーネントを選択できます。Oracle Fusion Middlewareの構成ウィザードでは、選択したWebCenter Portalコンポーネントをホストする管理対象サーバーがドメイン内に自動作成されます。これらの管理対象サーバーにはデフォルト構成の設定を使用することをお薦めします。

表3-1に、作成される管理対象サーバーを示します。


表3-1 Oracle WebCenter Portalの管理対象サーバー

	サーバー	説明
	
WC_Spaces

	
「ドメイン・ソースの選択」画面でOracle WebCenter Spacesが選択されている場合に作成されます。この管理対象サーバーはOracle WebCenter Spacesをホストします。


	
WC_Portlet

	
「ドメイン・ソースの選択」画面でOracleポートレット・プロデューサが選択されている場合に作成されます。この管理対象サーバーは、Oracle WebCenterポートレットおよびOracleページレット・プロデューサをホストします。


	
WC_Collaboration

	
「ドメイン・ソースの選択」画面でOracle WebCenter Discussionサーバーが選択されている場合に作成されます。この管理対象サーバーは、Oracle WebCenter Discussionsをホストします。


	
WC_Utilities

	
「ドメイン・ソースの選択」画面でOracle WebCenterアクティビティ・グラフ・エンジンが選択されている場合に作成されます。この管理対象サーバーは、ユーティリティ・アプリケーション(アクティビティ・グラフ、Analyticsなど)、およびパーソナライズ・サーバーをホストします。












3.1.3 稼働中の管理対象サーバーの停止

既存のWebLogic Serverドメインを拡張する場合(第3.2.3項「既存のドメインの拡張」)、構成ウィザードを起動する前に、現在稼働中の管理対象サーバーをすべて停止する必要があります。停止しなかった場合、現在稼働中の管理対象サーバーとのポート番号の競合により、管理対象サーバーの検証が失敗します。

詳細は、『Oracle Application Server管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する説明を参照してください。






3.1.4 Oracle RACデータベースでの構成ウィザードの実行

バックエンドOracle RACデータベースで構成ウィザードを実行する場合、そのサービスに対して構成されているすべてのOracle RACインスタンスが起動して実行されている状態を維持することをお薦めします。こうすることにより、JDBC検証チェックの信頼性が確保され、誤って構成を間違える可能性を最小限に抑えることができます。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』を参照してください。








3.2 構成の手順

Oracle WebCenter Portalを構成するには、Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用します。

WebCenter Portalを新規にインストールする場合は、新しいドメインを作成することをお薦めします。または、既存の別製品のドメインを拡張して、WebCenter製品を追加することも可能です。たとえば、Content Serverを含むOracle SOAドメインがある場合、Oracle WebCenter Products製品を含めるようこのドメインを拡張します(この場合、構成タスクの一部が簡単になります)。

複数の製品をインストールしたいが、それらに対して同時にパッチを適用したくない場合は、各製品は別のドメインに保持します。

この項の内容は次のとおりです。

	
第3.2.1項「Oracle Fusion Middleware構成ウィザードの起動」


	
第3.2.2項「新しいドメインの作成」


	
第3.2.3項「既存のドメインの拡張」






3.2.1 Oracle Fusion Middleware構成ウィザードの起動

デフォルトでは、Sun JDKとOracle JRockit SDKの両方がOracle WebLogic Serverとともにインストールされます。WebLogic Serverのインストール中に「JDKの選択」画面で選択したモードに応じて、構成ウィザードの実行に実際に使用されるJDKが異なります。「開発モード」を選択した場合はSun JDKが使用され、「本番モード」を選択した場合はJRockit SDKが使用されます。

特定のJDK(たとえば、Sun JDK)を使用して構成ウィザードを起動する場合は、構成ウィザードを起動する前に、次の手順を実行します。

	
JAVA_HOME環境変数にSun JDKの場所を設定します。たとえば、MW_HOME/jdk160_version (UNIXオペレーティング・システムの場合)またはMW_HOME\jdk160_version (Windowsオペレーティング・システムの場合)にOracle WebLogic ServerとともにインストールされたSun JDKを設定できます。


	
JAVA_VENDOR環境変数に「Sun」を設定します。




構成ウィザードを起動するには、次のコマンドを実行します。

	
UNIXオペレーティング・システムの場合:


cd WebCenter_ORACLE_HOME/common/bin
./config.sh


	
Windowsオペレーティング・システムの場合:


cd WebCenter_ORACLE_HOME\common\bin
config.cmd




構成セッション用のログ・ファイルを作成するには、第D.2.2項「構成ログ・ファイル」を参照してください。

これが新規のインストールで、新規のWebLogicドメインを作成する必要がある場合は、第3.2.2項「新しいドメインの作成」の手順を実行します。また、第3.2.3項「既存のドメインの拡張」の説明に従って、構成ウィザードを実行し、既存のWebLogicドメインを拡張することも可能です。






3.2.2 新しいドメインの作成

Oracle WebCenter Portal製品用に新しいWebLogicドメインを作成するには、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用したドメインの作成』のWebLogicドメインの作成の手順に従います。

この項では、ドメインのネーミング規則、構成可能なWebCenter Portal製品、非デフォルト・ユーザーへのWebCenter Portal: SpacesおよびOracle WebCenterディスカッション・サーバー用の管理者ロールの手動での付与について説明します。この項の内容は次のとおりです。

	
第3.2.2.1項「ドメイン名の指定」


	
第3.2.2.2項「構成するOracle WebCenter Portal製品の選択」


	
第3.2.2.3項「非デフォルト・ユーザーへの管理者権限の付与」






3.2.2.1 ドメイン名の指定

「ドメイン名と場所の指定」画面で、作成するドメインのディレクトリ・パスおよび名前の入力を求められます。これがドメインのホーム・ディレクトリになります(詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のWebLogic Serverドメインに関する説明を参照してください)。

Windowsオペレーティング・システムでドメインを作成する場合は、ディレクトリ・パスにもドメイン名にも空白文字が含まれていないことを確認します(含まれていると、ドメインは作成されません)。






3.2.2.2 構成するOracle WebCenter Portal製品の選択

「ドメイン・ソースの選択」画面(図3-1)では、ドメインで構成する製品を選択します。


図3-1 構成ウィザード - Oracle WebCenter Portal製品

[image: 図3-1の説明が続きます]

「図3-1 構成ウィザード - Oracle WebCenter Portal製品」の説明





表3-2に、構成できるOracle WebCenter Portal製品とその依存関係を示します。依存関係がある製品を選択した場合、その依存関係は、「ドメイン・ソースの選択」画面で自動的に選択されることに注意してください。


表3-2 構成できるOracle WebCenter Portal製品

	製品	依存関係
	
Oracle WebCenter Spaces

	
Oracle Enterprise Manager

Oracle WSM Policy Manager

Oracle JRF


	
Oracle WebCenterサービス・ポートレット

	
Oracle WSM Policy Manager

Oracle JRF


	
Oracle WebCenterページレット・プロデューサ

	
Oracle WSM Policy Manager

Oracle JRF


	
Oracleポートレット・プロデューサ

	
Oracle WSM Policy Manager

Oracle JRF


	
Oracle WebCenter Discussionサーバー

	
Oracle WSM Policy Manager

Oracle JRF


	
Oracle WebCenterアクティビティ・グラフ・エンジン

	
Oracle WebCenter Analyticsコレクタ

Oracle JRF


	
Oracle WebCenter Personalization

	
Oracle JRF


	
Oracle WebCenter Analyticsコレクタ

	
Oracle JRF












3.2.2.3 非デフォルト・ユーザーへの管理者権限の付与

Oracle WebCenter Portal用に作成したデフォルトのドメイン管理者weblogicは、デフォルトでOracle WebCenter Portal: SpacesおよびOracle WebCenter Portalのディスカッション・サーバーの管理者でもあります。デフォルト以外のユーザーを管理者にすることもできます。ドメインの作成中に、デフォルトのweblogicユーザー以外のユーザーをドメイン管理者として指定した場合は、そのユーザーにすべてのドメイン管理権限が付与されます。ただし、Oracle WebCenter Portal: SpacesとOracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーにおいては、ドメインを作成した後に、その非デフォルト・ユーザーに管理者ロールを手動で付与する必要があります。非デフォルト・ユーザーに対して管理者ロールを付与する方法の詳細は、次を参照してください。

	
Oracle WebCenter Portal: Spacesの場合は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのSpaces管理者ロールの付与に関する項を参照してください。


	
Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーの場合は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのディスカッション・サーバーの管理者ロールの付与に関する項を参照してください。











3.2.3 既存のドメインの拡張

WebCenter Portal製品を含めるには、どのFusion Middleware製品ドメインも拡張可能です。構成ウィザードによってインストール済のコンポーネントが自動的に検出され、存在しないWebCenter Portal製品をインストールするか選択できます。




	
注意:

ドメインは拡張前に完全に停止する必要があります。









Oracle Fusion Middleware製品が旧バージョンの他のOracle Fusion Middleware、Oracleまたはサード・パーティ製品と機能するかどうかの重要な情報は、ドメインを拡張する前に、『Oracle Fusion Middleware相互運用および互換性ガイド』で確認してください。

この項では、既存のドメインを拡張する場合のシナリオを示します。内容は次のとおりです。

	
第3.2.3.1項「Oracle WebCenter Portal製品をインストールするためのドメインの拡張」


	
第3.2.3.2項「カスタム管理対象サーバーを作成するためのドメインの拡張」


	
第3.2.3.3項「Oracle BPM Process Spacesを有効にするためのドメインの拡張」







	
注意:

WebCenter PortalではMDSスキーマに依存しています。アプリケーションで使用するWebCenter Portalコンポーネントに応じて、WebCenter PortalインストールでWEBCENTER、DISCUSSIONS、ACTIVITIESおよびPORTLETのスキーマが必要になる場合もあります。

	
MDS: 複数のWebCenter Portalアプリケーションが、同じMDSスキーマを共有できます。これは、複数のデプロイ済アプリケーションが同じMDSスキーマを使用可能で、それぞれがMDSで定義された独自にパーティションを持つことを意味します。


	
WEBCENTER: 各WebCenter Portalアプリケーションに、個別にWEBCENTERスキーマがある必要があります。


	
DISCUSSIONS: 2つのWebCenter Portalアプリケーション(どちらもディスカッションを使用)で、単一のディスカッション・サーバーを使用できます。ディスカッション・サーバーは、単一のDISCUSSIONSスキーマに接続されます。一意である必要があるのはカテゴリIDのみで、ディスカッション・フォーラム接続を構成する際にWebCenter Portalアプリケーションごとに設定します。カテゴリIDの設定の詳細は、Oracle Fusion Middleware WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンスの「Oracle WebCenterカスタムWLSTコマンド」の章で、setDiscussionForumServicePropertyを使用してapplication.root.category.idを設定する方法を参照してください。


	
ACTIVITIES: Analyticsとアクティビティ・グラフは、ドメイン内の単一のアプリケーションによってのみ使用できます(アプリケーションがSpacesアプリケーションであるか、Frameworkアプリケーションであるかは関係ありません)。


	
PORTAL: 多数のポートレット・プロデューサ・アプリケーションを、単一のカスタム・サービス・プロデューサ管理対象サーバーにデプロイすることができます。ポートレット・プロデューサ・アプリケーションは、単一のPORTLETスキーマを共有できます。




WebCenter Portalアプリケーションが必要とする場合がある様々なスキーマの詳細は、表5-1を参照してください。スキーマの作成方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のスキーマの作成に関する説明を参照してください。











3.2.3.1 Oracle WebCenter Portal製品をインストールするためのドメインの拡張

既存のWebCenter Portalドメインを拡張して、表3-2にリストされるWebCenter Portal製品を追加でインストールすることができます。構成ウィザードを実行してドメインを拡張する場合、「ドメイン・ソースの選択」画面で「次の製品をサポートするには、自動的に構成されたドメインを生成する」を選択し、ドメインに追加する製品を選択する必要があります(図3-1)。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware相互運用および互換性ガイド』を参照してください。『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用したドメインの作成』の「WebLogicドメインの拡張」の手順に従って、既存のドメインを拡張します。




	
注意:

ドメインを拡張する前に、構成する予定のコンポーネントのスキーマがデータベース内で存在することを確認します。たとえば、ドメインを拡張し、Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーを構成する予定である場合は、続行する前に、DISCUSSIONSスキーマがOracleデータベースに存在することを確認してください。














3.2.3.2 カスタム管理対象サーバーを作成するためのドメインの拡張

WebCenter Portalでは、アプリケーション開発者はFrameworkアプリケーションとポートレット・プロデューサ・アプリケーションの2種類のアプリケーションを構築できます。これらのアプリケーションをデプロイメント可能にするには、必要なドメイン拡張テンプレートでドメインを拡張して、カスタム管理対象サーバーを作成する必要があります。ドメインの拡張時に、JDBC接続のカスタマイズおよびJMSファイル・ストアの変更も実行できます。構成ウィザードは、必要に応じて、ユーザーの入力を使用してconfig.xmlなどの構成ファイル、およびドメイン・ディレクトリ内の他のすべての生成済コンポーネントを更新します。

WebCenterカスタム・テンプレートの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareドメイン・テンプレート・リファレンス』のOracle WebCenter Portalテンプレートに関する説明を参照してください。

この項では、次の項目について説明します。

	
第3.2.3.2.1項「Frameworkアプリケーション用のカスタム管理対象サーバーの作成」


	
第3.2.3.2.2項「ポートレット・プロデューサ・アプリケーション用のポータル管理対象サーバーの作成」


	
第3.2.3.2.3項「複数のカスタム管理対象サーバーの作成」






3.2.3.2.1 Frameworkアプリケーション用のカスタム管理対象サーバーの作成

アプリケーション開発者がFrameworkアプリケーションを開発する必要がある場合、これらのアプリケーションのデプロイ用にカスタムのポータル管理対象サーバーを作成する必要があります。




	
注意:

Frameworkアプリケーションには、様々なWebCenter Portalサービスを含めることができます。これらのサービスの一部では、WebCenterスキーマが必要になります。Frameworkアプリケーションごとに、個別のWEBCENTERスキーマが必要です。カスタムのポータル管理対象サーバーを作成する前に、RCUを再度実行してWebCenterスキーマの2つ目のバージョンを作成する必要があります。このスキーマがOracle WebCenter Spacesで使用されるWebCenterスキーマから分離されることに注意してください(したがって、必ず異なるスキーマ接頭辞を使用してください)。

WebCenterスキーマを必要とするWebCenter Portalサービスの詳細は、表5-1を参照してください。スキーマの作成方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のスキーマの作成に関する説明を参照してください。









カスタム・ポータル管理対象サーバーを作成するには、oracle.wc_custom_portal_template_11.1.1.jarテンプレートでドメインを拡張します。「ドメイン・ソースの選択」画面で「既存のテンプレートを、このドメインのベースにする」オプションを選択し、「参照」をクリックしてこのテンプレートを見つけます。

	
UNIXオペレーティング・システムの場合、このテンプレートは次の場所にあります。


WebCenter_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.wc_custom_portal_template_11.1.1.jar


	
Windowsオペレーティング・システムの場合、このテンプレートは次の場所にあります。


WebCenter_ORACLE_HOME\common\templates\applications\oracle.wc_custom_portal_template_11.1.1.jar




『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用したドメインの作成』の「WebLogicドメインの拡張」の手順に従って、既存のドメインを拡張します。

カスタム・ポータル・テンプレートでWebCenter Portalドメインを拡張すると、WC_CustomPortalという名前のカスタム・ポータル管理対象サーバーが作成され、すべての必要なリソースのターゲットがそのサーバーになります。また、次のJDBCデータソースも追加されます。

	
mds-CustomPortalDS(MDSスキーマへのアクセス用)


	
WebCenter-CustomPortalDS(WebCenterスキーマへのアクセス用)


	
Activities-CustomPortalDS(Activitiesスキーマへのアクセス用)




FrameworkアプリケーションでWebサービスを使用する場合やWebCenter Portalサービスでセキュリティおよびポリシー・マネージャを使用する場合には、Oracle WSM Policy Managerが必要でます。まだインストールしていない場合、構成ウィザードを再度実行してOracle WSM Policy Managerテンプレートでドメインを拡張する必要があります。このテンプレートは、「ドメイン・ソースの選択」画面で使用可能です。






3.2.3.2.2 ポートレット・プロデューサ・アプリケーション用のポータル管理対象サーバーの作成

アプリケーション開発者がポートレット・プロデューサ・アプリケーションを構築する必要がある場合は、これらのアプリケーションのデプロイ用にカスタム・サービス・プロデューサ管理対象サーバーを作成する必要があります。管理対象サーバーを作成するには、カスタム・ポータル・テンプレート(oracle.wc_custom_services_producer_template_11.1.1.jar)でドメインを拡張します。「ドメイン・ソースの選択」画面で「既存のテンプレートを、このドメインのベースにする」を選択し、「参照」をクリックして、次のパスでこのテンプレートを見つけます。

	
UNIXオペレーティング・システムの場合:


WebCenter_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.wc_custom_services_producer_template_11.1.1.jar


	
Windowsオペレーティング・システムの場合:


WebCenter_ORACLE_HOME\common\templates\applications\oracle.wc_custom_services_producer_template_11.1.1.jar




このカスタム・プロデューサ・サービス・テンプレートでWebCenter Portalドメインを拡張すると、WC_CustomServicesProducerという名前のカスタム・サービス・プロデューサ管理対象サーバーが作成され、すべての必要なリソースのターゲットとなります。また、次のJDBCデータソースも追加されます。

	
mds-CustomServicesProducerDS(MDSスキーマへのアクセス用)


	
WebCenter-CustomServicesProducerDS(WebCenterスキーマへのアクセス用)


	
Activities-CustomServicesProducerDS(Activitiesスキーマへのアクセス用)


	
Portlet-CustomServicesProducerDS(Portletスキーマへのアクセス用)









3.2.3.2.3 複数のカスタム管理対象サーバーの作成

テンプレートはドメインに1回のみ適用できます。複数のカスタム管理対象サーバーを作成する場合、cloneWebCenterManagedServer() WLSTコマンドで既存のカスタム管理対象サーバーをクローニングする必要があります。

詳細は、Oracle Fusion Middleware WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンスのcloneWebCenterManagedServerに関する説明を参照してください。








3.2.3.3 Oracle BPM Process Spacesを有効にするためのドメインの拡張

Oracle Business Process Management (Oracle BPM) Process Spacesは、Oracle WebCenter Portal: Spaces上に構築されたワークスペースであり、ビジネス・プロセスのモデリングおよび実行に特化して設計されたスペースを提供します。これらのスペースには、プロセス・ワークスペース、プロセス・モデリング・スペースおよびプロセス・インスタンス・スペースが含まれます。

Process Spaces機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Process Managementユーザーズ・ガイド』のOracle Business Process ManagementのProcess Spacesの概要に関する項を参照してください。

Process Spacesのコラボレーションでは、Oracle WebCenter Content ServerおよびOracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーに依存します。Oracle BPM SpacesテンプレートでWebCenter Portalドメインを拡張すると、SpacesでProcess Spacesを有効にできます。install.xml antスクリプトも実行する必要があります。このインストール・スクリプトは、単一サーバー構成だけでなく、クラスタ構成にも使用できます。




	
注意:

Oracle BPM Spacesテンプレートでドメインを拡張した後は、Oracle BPM Process Spacesのインストールを完了するまで、Oracle WebCenter Portal: Spacesにはアクセスできません。









表3-3に、プロセス・スペースの有効化に関する主な手順をまとめます。詳細な手順は、この表の後に示す手順を参照してください。


表3-3 プロセス・スペースの有効化

	タスク	手順	必須/オプション
	
プロセス・スペースの有効化の準備

	
1. 次がインストールされていることを確認します。

	
Oracle BPM


	
コンテンツ・サーバー


	
ディスカッション・サーバー




	
必須


	
	
2. 次のコンポーネントがContent Serverで有効になっていることを確認します。

	
DynamicConverter


	
Folders_g


	
WebCenterConfigure




	
必須


	
	
3. DynamicConverterが必要なファイル形式をサポートするように構成されていることを確認します。

	
オプション


	
	
4. WebCenter Portalドメインをバックアップします。

	
オプション


	
ドメインの拡張

	
1. Oracle BPM Spaceテンプレートを使用してWebCenter Portalドメインを拡張します。

	
必須


	
プロセス・スペースの有効化

	
1. SOA Oracleホーム・ディレクトリのprocess_spacesフォルダを、WebCenter Portalシステムにコピーします。

	
必須


	
	
2. process-portal-install.propertiesファイルを、Oracle BPMおよびWebCenter Portalのプロパティの必要な値に更新します。

	
必須


	
	
antおよびJava JDKがインストールされ、PATHおよびCLASSPATH環境変数が設定されていることを確認します。

	
必須


	
	
install.xml antスクリプトを実行します。

	
必須


	
	
4. WC_Spacesを再起動し、antスクリプトを再度実行してスペース・テンプレートを追加します。

	
wcConfigServices = trueの場合は必須


	
	
5. Oracle BPMおよびWebCenter Portalドメインで信頼できるドメインの資格証明を構成し、両方のサーバーを再起動します。

	
Oracle BPMとWebCenter Portalが異なるドメインにある場合は必須


	
プロセス・スペース機能の検証

	
1. Oracle BPMにログオンし、これが起動され、実行中であることを確認します。

	
必須


	
	
2. プロセス・ワークスペースおよびモデリング・スペースの各スペースをオンラインにします。

	
オプション


	
	
3. 有効なOracle BPMユーザーをプロセス・ワークスペースとモデリング・スペースに追加します。

	
オプション


	
	
4. プロセス・ワークスペースとモデリング・スペースが適切に機能していることを確認します。

	
必須








SpacesでProcess Spacesを有効にするには、次を実行します。

	
次がインストールされていることを確認します。

	
Oracle BPM。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite and Oracle Business Process Management Suiteインストレーション・ガイド』を参照してください。


	
Content Server。詳細は、第5.3.1項「Oracle WebCenter Content Serverの要件」を参照してください。


	
ディスカッション・サーバー。詳細は、第3.2.3.1項「Oracle WebCenter Portal製品をインストールするためのドメインの拡張」を参照してください。







	
注意:

Oracle BPM Spacesテンプレートを使用してドメインの拡張を試行する前に、Oracle BPMがインストールされ、起動、稼働がされている必要があります。最初にOracle BPMをインストールせずにProcess Spacesをインストールした場合、Spacesアプリケーション全体が稼働停止します。










	
DynamicConverter、Folders_g、WebCenterConfigureの各コンポーネントがContent Serverで有効になっていることを確認します。HTMLレンディションを必要とするファイル形式をすべてサポートするようにDynamicConverterが構成されていることも確認します。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの必須コンポーネントの有効化に関する項を参照してください。


	
WebCenter Portalドメインをバックアップします。詳細は、『Oracle Application Server管理者ガイド』の高度な管理: バックアップとリカバリに関する項を参照してください。


	
Oracle BPM Spaceテンプレートを使用してWebCenter Portalドメインを拡張します。このテンプレートは次の場所にあります。

UNIXの場合: WebCenter_ORACLE_HOME/common/templates/applications/oracle.bpm.spaces_template_11.1.1.jar

Windowsの場合: WebCenter_ORACLE_HOME\common\templates\applications\oracle.bpm.spaces_template_11.1.1.jar

ドメインの拡張の際、図3-2に示すように、「拡張ソースの選択」画面でOracle BPM Spacesテンプレートを選択します。

ドメインの拡張方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるドメインの作成』のグラフィカル・モードでのWebLogicドメインの拡張に関する項を参照してください。


図3-2 Oracle BPM Spacesテンプレートの選択

[image: Oracle BPM Spacesテンプレートの選択]



	
SOA Oracleホーム・ディレクトリのprocess_spacesフォルダを、WebCenter Portalがインストールされているシステムの任意の場所にコピーします。このフォルダは、、次の場所からコピーします。

UNIXの場合: SOA_ORACLE_HOME/bpm/process_spaces

Windowsの場合: SOA_ORACLE_HOME\bpm\process_spaces


	
WebCenter Portalシステムに新たにコピーしたprocess_spacesフォルダからprocess-portal-install.propertiesファイルを開きます。


	
表3-4にリストされているOracle BPMおよびWebCenter Portalの必須プロパティを指定します。




	
注意:

セキュリティ上の目的から、パスワードの指定を省略して、後から求められたときに入力することができます。










表3-4 process-portal-install.propertiesに指定するプロパティ

	プロパティ	説明
	
extendSoa

	
既存のBPMドメインを拡張するか、新しいドメインを作成するかを決定するフラグ。WebCenter PortalとSOAが同じドメイン内にある場合はこの値をtrueに、それ以外の場合はfalseに設定します。


	
promptForPasswords

	
インストーラの実行時、パスワードの入力を求めるプロンプトを表示するか、それらをprocess-portal-install.propertiesファイルから読み込むかを決定するフラグ。


	
ドメインのグローバルな信頼の詳細

	

	
wcSetDomainRealmPassword

	
ドメイン・レルム・パスワードを設定するかどうかを制御するフラグ。この値は、trueまたはfalseのいずれかに設定します。

注意: このプロパティはグローバルな信頼を設定するためのものです。グローバルな信頼は手動で設定することをお薦めします。したがって、このプロパティはfalseに設定します。


	
wcDomainRealmPassword

	
信頼されるドメインを設定するためのパスワード。Oracle BPMドメインに対しても同じパスワードを設定する必要があります。

注意: このプロパティはグローバルな信頼を設定するためのものです。グローバルな信頼は、このプロパティを使用せずに手動で設定することをお薦めします。


	
wc.server.port

	
WC_Spaces管理対象サーバーがホストされているポート。


	
Oracle BPMスキーマおよびMDSの詳細

	

	
bpmDBUser

	
Oracle BPM用に構成されたデータベースに接続するためのユーザー名。


	
bpmDBPassword

	
Oracle BPMのデータベースに接続するためのパスワード。


	
bpmDBType

	
Oracle BPM用に構成されたデータベースのタイプ。


	
bpmDBDriver

	
Oracle BPMのデータベースへの接続に使用されるドライバ。


	
bpmDBUrl

	
Oracle BPMのデータベースのURL (jdbc:oracle:thin:@host:1521など)。


	
bpmMDSUser

	
Oracle BPMに使用されるMDSスキーマのユーザー名。


	
bpmMDSPassword

	
Oracle BPMのMDSスキーマのパスワード。


	
Oracle BPMランタイムの詳細

	

	
bpmServerURL

	
Oracle BPMサーバーのURL。

単一のBPMサーバーの場合: t3://<bpmHost>:<bpmRuntimePort>

例: t3://myHost:8001

BPMクラスタの場合は、クラスタ内のすべてのサーバーについて次の形式を使用して、BPMサーバーのURLの区切りリストを指定します。

t3://host1:port1,host2:port2,...

例: t3://myHost1:8001,myHost2:8002,myHost3:8003


	
bpmAdminUser

	
Oracle BPMサーバーに対して管理者権限を持つユーザーの名前。


	
bpmAdminPassword

	
Oracle BPM管理ユーザーのパスワード。


	
WebCenter Spacesのインストールの詳細

	

	
wcOracleHome

	
WebCenter PortalのOracleホーム・ディレクトリへのパス。


	
wcDomainName

	
WebCenterがインストールされているドメインの名前。extendSoaフラグがtrueに設定されている場合は、BPMドメインを指します。


	
isWebcenterClusterConfig

	
WebCenter Portalインストールをクラスタに対して構成するかどうかを指定するフラグ。クラスタ構成である場合は、trueに設定します。


	
wcSpacesClusterName

	
Spacesアプリケーションのクラスタの名前。

このプロパティは、isWebcenterClusterConfigがtrueに設定されている場合にのみ設定します。


	
WebCenterのWebLogic Serverインストールの詳細

	

	
wcHost

	
WebCenter管理サーバーが実行されているホスト名。


	
wcAdminPort

	
WebCenter管理サーバーが実行されているポート番号。


	
wcAdminUser

	
WebCenter管理サーバーの管理者ユーザー。


	
wcAdminPwd

	
WebCenter管理サーバーのパスワード。


	
wcManagedServerName

	
単一サーバー環境では、Spacesがデプロイされている管理対象サーバーの名前を指定します。

クラスタ化環境では、そのクラスタに属するSpaces管理対象サーバーのいずれか1つの名前を指定します。


	
wcConfigServices

	
Oracle Content Serverおよびディスカッション・サーバーをOracle WebCenterと連動するように構成するためのフラグ。この表の後半にリストされているコンテンツ・サーバーおよびディスカッション・サーバーの詳細は、wcConfigServicesがtrueに設定されている場合にのみ指定する必要があります。

注意: wcConfigServicesをtrueに設定することによりinstall.xmlスクリプトを使用してContent Serverおよびディスカッション・サーバーを構成するのではなく、wcConfigServicesをfalseに設定してOracle Content Serverおよびディスカッション・サーバーをOracle WebCenterと連動するように手動で構成することを強くお薦めします。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「コンテンツ・リポジトリの管理」と「お知らせおよびディスカッション・サービスの管理」の章を参照してください。


	
コンテンツ・サーバーの詳細

	
これらのプロパティは、wcConfigServicesがtrueに設定されている場合にのみ設定します。


	
wcContentServerName

	
Oracle WebCenterに対して構成されているOracle Content Serverの名前。


	
wcContentServerPort

	
Oracle Content Serverが実行されているポート。


	
wcContentSpacesRoot

	
Oracle Content Server上のSpacesルート・フォルダの名前。


	
wcContentAdminUser

	
Oracle Content Serverの管理ユーザーの名前。


	
ディスカッション・サーバーの詳細

	
これらのプロパティは、wcConfigServicesがtrueに設定されている場合にのみ設定します。


	
wcDiscussionServerUrl

	
WebCenterに対して構成されているディスカッション・サーバーの名前。


	
wcDiscussionAdminUser

	
ディスカッション・サーバーの管理者ユーザーの名前。








	
antおよびJava JDKがインストール済であることを確認します。

AntはOracle BPMに付属しています。このインストーラは、SOA_ORACLE_HOME/modules/org.apache.ant_1.7.1にあります。


	
PATHおよびCLASSPATH環境変数が、antとJava JDKの両方に対して設定されていることを確認します。


	
antスクリプトinstall.xmlを実行します。


SOA_ORACLE_HOME/modules/org.apache.ant_1.7.1/bin/ant -f install.xml -DpromptForPasswords=true


-DpromptForPasswords=true引数は、process-portal-install.propertiesファイルでパスワードを指定しなかった場合にのみ使用します。


	
process-portal-install.propertiesでwcConfigServicesがtrueに設定されている場合は、次のようにします。

	
WC_Spacesを再起動します。the install.xmlスクリプトを実行すると、WC_Spaces管理対象サーバーが停止するため、これを再起動する必要があります。


	
インストール・スクリプトを再度実行し、インストール後の手順を完了します。次のコマンドを使用します。


ant -f install.xml post-install -DpiArgs -importGSOnly





	
注意:

wcConfigServicesがfalseに設定されている場合は、このインストール・スクリプトを再度実行する必要はありません。













	
Oracle BPMとWebCenter Portalが異なるドメインに構成されている場合、Oracle BPMとWebCenter Portalの両方のドメインで信頼できるドメインの資格証明を構成し、Oracle BPM管理サーバーとWebCenter Portal管理サーバーを再起動します。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverの保護』のWebLogic Serverドメイン間での信頼の有効化に関する項を参照してください。


	
Oracle BPMにログオンし、これが起動され、実行中であることを確認します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite and Oracle Business Process Management Suiteインストレーション・ガイド』のOracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの構成に関する項を参照してください。




	
注意:

Oracle BPMが稼働していない場合、Spacesへのログインで問題が発生している可能性があります。










	
管理者としてSpacesにログオンし、次を実行してプロセス・ワークスペースとモデリング・スペースの各スペースをオンラインにします。

	
「管理」リンクをクリックし、Spaces管理ページを開きます。


	
「スペース」タブで、モデリング・スペース行を選択します。


	
「編集」メニューから「スペースのオンライン化」を選択します。


	
「OK」をクリックします。


	
この手順を繰り返して、プロセス・ワークスペースをオンラインにします。





	
有効なOracle BPMユーザーをプロセス・ワークスペースとモデリング・スペースの各スペースに追加します。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal: Spacesユーザーズ・ガイドのスペースへのメンバーの追加に関する項を参照してください。


	
有効なOracle BPMユーザーとしてSpacesにログインし、プロセス・ワークスペースとモデリング・スペースが適切に機能していることを確認します。













3.3 構成後のタスク

この項には、インストールと構成の確認に役立つ一般情報が含まれています。コンポーネントによっては、カスタム構成または手動構成が必要な場合があり、それに関する情報もこの項に含まれています。

	
第3.3.1項「サーバーの起動」


	
3.3.2項「インストールの確認」






3.3.1 サーバーの起動

この項では、次の項目について説明します。

	
第3.3.1.1項「管理サーバーの起動」


	
第3.3.1.2項「ノード・マネージャの起動」


	
第3.3.1.3項「管理対象サーバーの起動」






3.3.1.1 管理サーバーの起動

管理サーバーは、ドメイン内のすべてのリソースを監視する中央の場所として機能します。ドメインの構成を保持し、構成内の変更を管理対象サーバーに配布します。各ドメインには管理サーバーが1つ存在します。

デプロイメントを起動し実行するには、管理サーバーを起動する必要があります。

	
DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動します。


	
次のいずれかのスクリプトを実行します。

	
startWebLogic.sh (UNIXの場合)


	
startWebLogic.cmd (Windowsの場合)







管理サーバーと通信するには、Oracle WebLogic Server管理コンソール、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはOracle WebLogic Scripting Tool (WLST)を使用します。Oracle WebLogic Server管理コンソールおよびFusion Middleware Controlは、管理サーバーで実行されます。

管理サーバー・コンソールにアクセスするには、次のURL形式を使用します。


http://administration_server_host:administration_server_port/console


例: http://example.com:7001/console

構成ウィザードの「 管理者ユーザー名およびパスワードの構成 」画面で指定したユーザー名とパスワードを入力します。

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlコンソールにアクセスするには、次のURL形式を使用します。


http://administration_server_host:administration_server_port/em


例: http://example.com:7001/em






3.3.1.2 ノード・マネージャの起動

ノード・マネージャを使用すると、リモートから管理対象サーバーを起動および停止できます。ノード・マネージャを起動すると、管理コンソール、Fusion Middleware Controlコンソールまたはコマンドラインから管理対象サーバーを起動および停止できます。ノード・マネージャは次にも使用できます。

	
障害の発生したサーバーの自動再起動


	
コンセンサスベース・リーシングの使用時における自動サービス移行


	
全体的なサーバー移行




ノード・マネージャを使用するかどうかはオプションですが、高可用性を要求するアプリケーションがWebLogic Server環境でホストされている場合には、ノード・マネージャを使用すると貴重な利点が得られます。また、OPatch(既存ソフトウェアの更新またはパッチ適用に使用されるツール)を、自動化して実行できます。

ノード・マネージャを使用して管理対象サーバーを起動する場合は、まずそれを構成する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverノード・マネージャ管理者ガイド』のノード・マネージャの構成全般に関する説明を参照してください。

ノード・マネージャの起動の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverノード・マネージャ管理者ガイド』の「ノード・マネージャの使用」を参照してください。






3.3.1.3 管理対象サーバーの起動

デプロイメントを起動し実行するには、様々な管理対象サーバーを起動する必要があります。この項では、管理対象サーバーを起動する様々な方法について説明します。




	
注意:

WebCenter Spacesでは、特定のWebCenterサービスの自動構成がサポートされています。自動サービス構成が機能するには、サービスに関連付けられている管理対象サーバーをまず起動してから、WC_Spaces管理対象サーバーを起動します。管理対象サーバーの起動時、WC_Spacesは最後に起動する必要があります。









この項では、次の項目について説明します。

	
第3.3.1.3.1項「起動スクリプトを使用した管理対象サーバーの起動」


	
第3.3.1.3.2項「ノード・マネージャを使用した管理対象サーバーの起動」


	
第3.3.1.3.3項「管理コンソールからの管理対象サーバーの起動」


	
第3.3.1.3.4項「WebCenter管理対象サーバーとマシンの関連付け」






3.3.1.3.1 起動スクリプトを使用した管理対象サーバーの起動

WebCenter Portalドメインを構成すると、ドメイン内の管理対象サーバーの起動に使用できるstartManagedWebLogicという起動スクリプトが存在するようになります。

	
UNIXオペレーティング・システムの場合:

DOMAIN_HOME/bin/startManagedWebLogic.sh managed_server_name admin_urlを実行します


	
Windowsオペレーティング・システムの場合:

DOMAIN_HOME\bin\startManagedWebLogic.cmd managed_server_name admin_urlを実行します




ここでmanaged_server_nameは、起動する管理対象サーバーを示し、admin_urlはドメインの管理サーバーのリスニング・アドレス(ホスト名、IPアドレス、DNS名)およびポート番号を示します。このコマンドでは、サーバー名を指定する必要もあります。起動の必要があるサーバーは次のとおりです。

	
WC_Portlet - WebCenter Portalポートレットおよびページレット・プロデューサをホストします


	
WC_Collaboration - Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーをホストします


	
WC_Utilities - Oracle WebCenter Analyticsコレクタ、Oracle WebCenterアクティビティ・グラフ・エンジン、Oracle WebCenter Personalizationをホストします


	
WC_Spaces: Oracle WebCenter Portal: Spacesをホストします




たとえば、Oracle WebCenter Portal: Spacesの管理対象サーバーであるWC_Spacesを起動するには、次のコマンドを実行します。

	
UNIXオペレーティング・システムの場合:


DOMAIN_HOME/bin/startManagedWebLogic.sh WC_Spaces http://example.com:7001


	
Windowsオペレーティング・システムの場合:


DOMAIN_HOME\bin\startManagedWebLogic.cmd WC_Spaces http://example.com:7001




このコマンドを実行すると、WebLogic Serverのユーザー名とパスワードを求められます。構成ウィザードの「 管理者ユーザー名およびパスワードの構成 」画面で指定したユーザー名とパスワードを入力します。

起動する必要のある管理対象サーバーの名前がわからない場合、次のファイルの内容を確認します。

	
UNIXオペレーティング・システムの場合:


DOMAIN_HOME/startManagedWebLogic_readme.txt


	
Windowsオペレーティング・システムの場合:


DOMAIN_HOME\startManagedWebLogic_readme.txt




または、次のURLから管理サーバー・コンソールにアクセスできます。


http://administration_server_host:administration_server_port/console


構成ウィザードの「 管理者ユーザー名およびパスワードの構成 」画面で指定したユーザー名とパスワードを入力します。




	
注意:

管理対象サーバーを起動するためにこのコマンドを実行する場合、コマンドの出力の表示が開始するまで待機します。WC_Spacesは、他のすべての管理対象サーバーが起動するのを待ってから起動します。














3.3.1.3.2 ノード・マネージャを使用した管理対象サーバーの起動

ノード・マネージャを使用する管理対象サーバーの起動の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverノード・マネージャ管理者ガイド』の「ノード・マネージャの使用」を参照してください。




	
注意:

管理対象サーバーを起動するには、ノード・マネージャが起動され稼働している必要があります。














3.3.1.3.3 管理コンソールからの管理対象サーバーの起動

次の2つの条件が満たされている場合、管理コンソールから管理対象サーバーを起動できます。

	
管理対象サーバーがマシンと関連付けられています。


	
ノード・マネージャが起動され稼働中です。






3.3.1.3.4 WebCenter管理対象サーバーとマシンの関連付け

マシンに管理対象サーバーを関連付けるには、Oracle Fusion Middleware構成ウィザードまたは管理コンソールのいずれかを使用します。

WebCenter Portalドメインを作成するには、マシンがすでに作成済で、それが管理対象サーバーに関連付けられている必要があります。構成ウィザードで、次の手順を実行します。

	
「マシンの構成」画面を使用して、マシンを作成します。


	
「サーバーのマシンへの割当」画面を使用して、管理対象サーバーをマシンと関連付けます。




マシンを作成し、管理コンソールを使用して管理対象サーバーと関連付けるには(または構成を確認するには)、次を実行します。

	
次のURLを使用して、WebLogic管理サーバー・コンソールにログインします。


http://administration_server_host:administration_server_port/console


	
WebCenterドメインの下で「環境」→「マシン」に移動します。


	
「新規」をクリックします。


	
マシン名(Machine-WCなど)を入力します。

マシンの作成時には、WebCenterがインストールされているサーバー名を使用します。


	
「次へ」を選択して「終了」をクリックします。


	
「環境」→「サーバー」に移動し、このマシン(Machine-WC)に関連付ける管理対象サーバーを選択します。ドロップダウン・リストを使用して、管理対象サーバーとマシンを関連付けます。




	
注意:

この手順は、管理対象サーバーが停止している場合にのみ使用できます。管理対象サーバーが起動して動作中である場合、ドロップダウン・リストには値が表示されません。










	
その他の管理対象サーバーに対して手順6を繰り返します。

この手順を行うと、管理対象サーバーが正常に起動し、管理コンソールやノード・マネージャからアクセス可能になります。















3.3.2 インストールの確認

ブラウザを起動して、次のURLを入力します。

	
管理サーバーにアクセスするには:


http://administration_server_host:administration_server_port


この情報は、構成ウィザードの 「ドメインの作成中」画面 (最後の画面)で確認できます。


	
管理サーバー・コンソールにアクセスするには:


http://administration_server_host:administration_server_port/console


構成ウィザードの 「管理者ユーザー名およびパスワードの構成」画面 で指定したユーザー名とパスワードの資格証明の入力を求められます。


	
Enterprise Managerにアクセスするには:


http://administration_server_host:administration_server_port/em


	
Oracle WebCenter Portal: Spacesにアクセスするには:


http://WC_Spaces_server_host:WC_Spaces_server_port/webcenter


Oracle WebCenter Portal: Spacesのデフォルトのポート番号は8888です。


	
Pagelet Producerにアクセスするには:


http://WC_Portlet_server_host:WC_Portlet_server_port


ページレット・プロデューサのデフォルトのポート番号は8889です。

ページレット・プロデューサ・コンソールにアクセスするには:


http://WC_Portlet_server_host:WC_Portlet_server_port/pageletadmin


	
Oracle WebCenter AnalyticsコレクタおよびOracle WebCenterアクティビティ・グラフ・エンジンにアクセスするには:


http://WC_Utilities_server_host:WC_Utilities_server_port/activitygraph-engines


Oracle WebCenterアクティビティ・グラフ・エンジンにアクセスするには:


http://WC_Utilities_server_host:Wc_Utilities_server_port/activitygraph-engines/Login.jsp


Oracle WebCenter Personalizationにアクセスするには:


http://WC_Utilities_server_host:Wc_Utilities_server_port/wcps/api/property/resourceIndex


Oracle WebCenter Analyticsコレクタ、Oracle WebCenterアクティビティ・グラフ・エンジン、Oracle WebCenter Personalizationのデフォルトのポート番号は、8891です。


	
WebCenter OmniPortletとWebクリッピング・ポートレットにアクセスする場合:


http://WC_Portlet_server_host:WC_Portlet_server_port/portalTools/


WebCenterポートレットのデフォルトのポート番号は、8889です。


	
Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーにアクセスするには:


http://WC_Collaboration_server_host:WC_Collaboration_server_port/owc_discussions


Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーのデフォルトのポート番号は8890です。











3.4 外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアの設定

デフォルトでは、WebCenter Portalアプリケーションは、ユーザー・アカウントおよびグループの格納にOracle WebLogic Serverの組込みLDAPアイデンティティ・ストアを使用し、ポリシー付与の格納用にXMLファイルベースのポリシー・ストアを使用します。組込みLDAPアイデンティティ・ストアはセキュアではありますが、本番クラスのストアでありません。企業の本番環境用には、Oracle Internet Directoryなど、外部LDAPベースのアイデンティティ・ストアでそれを置き換える必要があります。また、デフォルトのXMLファイルベースのポリシー・ストアが使用できるのは、単一ノードのWebCenter Portal構成の場合のみです。複数ノード構成の場合は、ポリシー・ストアと資格証明ストアを外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアに再度関連付ける必要があります。外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアでは、様々なサーバー間のユーザーのアイデンティティが管理され、アプリケーション間のシングル・サインオン(SSO)認証を構成することができます。

Oracle WebCenter Content ServerおよびOracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーは、外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアに依存します。したがって、ドキュメント、ディスカッションまたはお知らせの各サービスを使用する場合、外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアをインストールおよび構成する必要があります。

表3-5では、WebCenter Portalに対して外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを構成するために実行する必要があるタスクについて説明します。


表3-5 外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを構成するタスク

	タスク	説明	必須/オプション
	
1. 外部LDAPベースのアイデンティティ・ストアをインストールする

	
Oracle Internet Directoryなど、外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアをインストールします。

Oracle Identity Managementのインストール方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』を参照してください。

	
必須


	
2. 外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを使用するように、WebCenter Portalを構成する

	
アイデンティティ・ストアを外部のLDAPと再度関連付けます(デフォルトの組込みのLDAPではなく)。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのアイデンティティ・ストアと外部LDAPサーバーとの再関連付けに関する説明を参照してください。

ドメイン作成時に、ドメイン管理者としてweblogic以外のユーザーを指定した場合は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのSpaces管理者ロールの付与に関する項に従って、その非デフォルト・ユーザーにSpacesアプリケーションの管理者ロールを手動で付与する必要があります。

	
必須


	
3. ポリシー・ストアと資格証明ストアを構成する

	
WebCenter Portalのポリシー・ストアと資格証明ストアを、外部LDAPサーバーまたはデータベースと再度関連付けます。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「ポリシーと資格証明ストアの構成」の章を参照してください。

	
必須








外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを構成する場合、WebCenter Portal: Spacesおよび任意のWebCenter Portalサービスに構成されるすべてのバックエンド・コンポーネントでは、同じ外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを使用する必要があります。表3-6で、共有の外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアが使用される場合に、バックエンド・コンポーネントで追加の構成が必要かどうかを説明します。

WebCenter Portalサービス用のバックエンド・コンポーネントのインストールおよび構成の詳細は、第5章「WebCenter Portalサービスのバックエンド・コンポーネントの準備」を参照してください。


表3-6 共有される外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアのバックエンド・コンポーネントの構成

	バックエンド・コンポーネント	すぐに使用可能なサポート	必要な追加構成
	
Oracle WebCenter Portalのディスカッション・サーバー

	
組込みLDAPストア

	
Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーでは、外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを使用するために他の構成を行う必要はありません。


	
Content Server

	
データベース

	
Oracle WebCenter Portalと同じ外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを使用するように、Content Serverを構成します。

詳細は、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』のアイデンティティ・ストアの外部LDAP認証プロバイダとの再関連付けに関する項を参照してください。


	
Oracle SES

	
なし

	
Oracle WebCenter Portalと同じ外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを使用するように、Oracle SESを構成します。

Oracle SESでのLDAPの構成方法の詳細は、Oracle SESのバージョンに応じて次の項のいずれかを参照してください。

	
『Oracle Secure Enterprise Search管理者ガイド』のOracle Secure Enterprise Searchのセキュリティに関する説明(Secure Enterprise Searchオンライン・ドキュメント・ライブラリ10g リリース1(10.1.8.2))


	
『Oracle Secure Enterprise Search管理者ガイド』のOracle Secure Enterprise Searchのセキュリティに関する説明(Secure Enterprise Searchオンライン・ドキュメント・ライブラリ11g リリース1(11.1.2))





	
Oracle SOA Suite(BPELサーバー)

	
組込みLDAPストア

	
Oracle WebCenterと同じ外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを使用するように、Oracle SOA Suiteを構成します。次を参照してください。

	
LDAP認証プロバイダの構成については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverの保護』の「認証プロバイダの構成」の章を参照してください。


	
Oracle Internet Directoryを最初の認証プロバイダとしてリストする方法は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suite管理者ガイド』の最初の認証プロバイダとしてのOracle Internet Directoryのリストに関する項を参照してください。











複数のアイデンティティ・ストアをWebCenter Portalアプリケーションで使用するには、WebCenter PortalでlibOVDを使用します。複数のアイデンティティ・ストアを持つサイトでは、libOVDを使用してそのユーザー・プロファイル情報を集約できます。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドでlibOVDを使用した複数のアイデンティティ・ストアLDAPサーバーの集約に関する項を参照してください。









4 WebCenter Portalコンポーネントの使用開始

必要なWebCenter Portalコンポーネントをインストールしたら、それを構成して稼働可能にし、使用する準備をする必要があります。この章では、実行する必要がある構成タスクの概要を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第4.1項「WebCenter Portalコンポーネントおよび管理対象サーバー」


	
第4.2項「WebCenter Portal: Spacesの使用」


	
第4.3項「WebCenter Portalディスカッション・サーバーの使用」


	
第4.4項「Oracle WebCenter Portalポートレット・プロデューサの使用」


	
第4.5項「Oracle WebCenter Portalページレット・プロデューサ」


	
第4.6項「Oracle WebCenter Portal Analyticsコレクタの使用」


	
第4.7項「Oracle WebCenter Portalアクティビティ・グラフ・エンジンの使用」


	
第4.8項「Oracle WebCenter PortalのPersonalizationの使用」


	
第4.9項「カスタム管理対象サーバーの使用」


	
第4.10項「Oracle WebCenterサービス・ポートレットの使用」






4.1 WebCenter Portalコンポーネントおよび管理対象サーバー

WebCenter Portalをインストールすると、インストール時に選択したコンポーネントが様々なデフォルトの管理対象サーバーにデプロイされます。表4-1に、WebCenter Portalコンポーネントがデプロイされる管理対象サーバーおよびポート番号のリストを示します。


表4-1 WebCenter Portalコンポーネントおよび管理対象サーバー

	コンポーネント	管理対象サーバー	ポート
	
Oracle WebCenter Portal: Spaces


	
WC_Spaces

	
8888


	
Oracle WebCenter Portalのディスカッション・サーバー


	
WC_Collaboration

	
8890


	
Oracleポートレット・プロデューサ

	
WC_Portlet

	
8889


	
Oracle WebCenterページレット・プロデューサ

	
WC_Portlet

	
8889


	
Oracle WebCenterアクティビティ・グラフ・エンジン

	
WC_Utilities

	
8891


	
Oracle WebCenter Personalization

	
WC_Utilities

	
8891


	
Oracle WebCenter Analyticsコレクタ

	
WC_Utilities

	
8891


	
カスタム・ポータル管理対象サーバー

	
WC_CustomPortal

	
8892


	
カスタム・サービス・プロデューサ管理対象サーバー

	
WC_CustomServicesProducer

	
8793












4.2 Oracle WebCenter Portal: Spacesの使用

Oracle WebCenter Portal: Spacesは、ソーシャル・ネットワーキング、通信、コラボレーション、および個人の生産性に関する最新のテクノロジを提供するWebベースのアプリケーションです。Spacesアプリケーションにアクセスするには、WC_Spaces管理対象サーバーを起動します。その後、次のURL形式を使用して、管理者としてSpacesにログオンします。


http://host:port/webcenter


ここで、host:portは、Spacesがインストールされているシステムのホスト名とポート番号です。デフォルトでは、Spacesはポート8888にインストールされます。

WebCenter Portalドメインの作成時に、ドメイン管理者としてweblogic以外のユーザーを指定する場合、Spacesではその非デフォルト・ユーザーに対して管理者ロールを手動で付与する必要があります。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのSpacesの管理者ロールの付与に関する項を参照してください。

Spacesでは、特定のWebCenter Portalサービスの自動サービス構成をサポートしています。Spacesを起動するたびに、すでに存在する場合を除き、特定のWebCenter Portalサービスの接続を自動的に作成しようとします。したがって、特定の接続を手動で作成する必要はありません。表4-2に、自動サービス構成が実装されているサービスを示します。


表4-2 Spacesに対して自動的に構成される接続

	コンポーネント/サービス	デフォルトの接続名
	
ディスカッションおよびお知らせサービス

	
WebCenterSpaces-Discussions


	
ドキュメント・サービス

	
WebCenterSpaces-ucm


	
ページレット・プロデューサ

	
WebCenterSpaces-PageletProducer


	
事前構成済ポートレット・プロデューサ

	
wc-OmniPortlet

wc-WebClipping

wc-WSRPTools


	
ワークリスト・サービスおよびSpacesワークフロー

	
WebCenterSpaces-Worklist








Spaces接続を自動的に構成するには、次の一般的な条件を満たす必要があります。

	
Spacesとターゲット・コンポーネントは、同じドメインにインストールされている必要があります。


	
ターゲット・コンポーネントの管理対象サーバーは、明示的なリスニング・アドレスを持つ必要があります。そのリスニング・アドレスが空、nullまたはlocalhostである場合、そのアドレスには明示的アドレスを持つシステムが関連付けられている必要があります。リスニング・アドレスの詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用したドメインの作成』の管理対象サーバーの構成に関する説明を参照してください。


	
ターゲット・コンポーネントが、クラスタにデプロイされる必要はありません。


	
WebCenter Portalサービスに関連付けられている管理対象サーバーを最初に起動する必要があります。その後、WC_Spaces管理対象サーバーを起動します。




ターゲット・コンポーネントがアプリケーション起動時にすでに自動的に構成されている場合、その結果(失敗または成功)に関係なく、ターゲット・コンポーネントが再度構成されることはありません。サービスの自動接続構成は、ターゲットのコンポーネントがターゲット・コンポーネントに固有のルールを渡さないと失敗します。特定のコンポーネントの自動構成が失敗する場合、そのサービスは手動で構成する必要があります。詳細は、この章の必要なターゲット・コンポーネント固有の項を参照してください。

必要に応じて、次のJavaプロパティを設定することによって、自動構成機能を無効にできます。


-Dwebcenter.spaces.disableAutoConfigure=true


このJavaプロパティは、2つの方法で設定できます。domain_home/bin/setDomainEnv.sh(UNIX)、またはdomain_home\bin\setDomainEnv.cmd(Windows)で、JAVA_PROPERTIESにこのプロパティを追加できます。または、WC_Spaces管理対象サーバーの起動時に、スクリプトの末尾に追加できます。たとえば、次のように指定します。

domain_home/bin/startManagedWebLogic.sh WC_Spaces -Dwebcenter.spaces.disableAutoConfigure=true

Spacesの使用の開始の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのSpacesアプリケーションの起動と稼働に関する説明をを参照してください。




	
注意:

Oracle WebLogic Server管理者コンソールからSpacesアプリケーションを直接起動または停止することはできません。SpacesアプリケーションがデプロイされるWC_Spaces管理対象サーバーを起動または停止する必要があります。











4.2.1 自動サービス構成でのサービスの構成の確認

Spacesアプリケーションのサービス接続が、管理対象サーバーの起動時に自動構成済であることを確認するには、次を実行します。

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlコンソールに、http://host_name.domain_name:port_number/emのURL形式を使用してアクセスします。

例: http://myhost.mycompany.com:7001/em


	
ファームの有効な管理者ユーザーの名前とパスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。


	
Enterprise Managerコンソールで次に移動します。

「farm_wc_domain」→「WebCenter」→「Portal」→「Spaces」→「webcenter」

Spacesアプリケーション・ホーム・ページが「WebCenter Portal」メニューに表示されます。


	
「WebCenter Portal」メニューから「設定」→「サービス構成」を選択します。


	
別のサービスを選択し、自動サービス構成をサポートするサービスが構成されたことを確認します。

図4-1にSpacesアプリケーションに構成された、ポートレット・プロデューサ接続を示します。


図4-1 Spacesの自動サービス構成

[image: 図4-1の説明は次にあります。]

図4-1「Spacesの自動サービス構成」の説明














4.3 Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーの使用

Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーでは、FrameworkアプリケーションおよびSpacesアプリケーションにディスカッション・フォーラムとお知らせを統合する機能があります。WC_Collaboration管理対象サーバーにデプロイされます。Oracle WebCenterディスカッションは、第3章「Oracle WebCenter Portalの構成」の説明に従って、WebCenter Portalのインストール時に、または後でWebCenter Portalドメインを拡張することによってインストールすることを選択できます。

Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーにアクセスするには:

	
管理対象サーバーWC_Collaborationを起動します。

詳細は、『Oracle Application Server管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する説明を参照してください。


	
次のURLへ移動します。


http://host:port/owc_discussions


ここで、host:portは、Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーがインストールされているシステムのホスト名とポート番号です。デフォルトで、Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーは、ポート8890にインストールされます。




	
注意:

Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーは、Oracle WebLogic Server管理サーバーから直接起動または停止することはできません。ディスカッション・サーバーを起動または停止するには、WC_Collaborationの管理対象サーバーを起動または停止する必要があります。












WebCenter Portalに作成されるデフォルトのドメイン管理者は、Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーの管理者でもあります。ドメインの作成中に、weblogic以外のユーザーをドメイン管理者として指定した場合は、そのユーザーにすべてのドメイン管理権限が付与されます。ディスカッション・サーバーにおいては、ドメインを作成した後に、その非デフォルト・ユーザーに管理者ロールを手動で付与する必要があります。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのOracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーの管理者ロールの付与に関する項を参照してください。

Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーをWebCenter Portalで使用できるようにするには、次のタスクを実行します。

	
WebServiceセキュリティ・ポリシー構成を添付します。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのSpacesおよびディスカッションのWebサービス・エンド・ポイントのセキュリティ・ポリシーの添付に関する項を参照してください。


	
トポロジに応じて、Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーのWS-Securityの信頼できる認証を有効にします。単純なトポロジでは、ディスカッション・サーバーはOracle WebCenter Portal: Spacesと同じドメインに存在し、WebCenter Portalドメインに構成されたキーストア構成はディスカッション・サービスにも使用されるので、キーストア構成を別途実行する必要はありません。ただし、本番環境では、ディスカッション・サービスのWebサービス・エンド・ポイントをOWSMポリシーで保護し、ディスカッション・サーバーの接続を設定する必要があります。

WS-Securityを使用すると、WebCenter PortalアプリケーションとWebCenter Portalディスカッション・サーバー間に信頼できる関係が確立され、アプリケーションはユーザーの資格証明を認識しなくてもサーバーにユーザーのアイデンティティ情報を渡すことができるようになります。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのディスカッション・サーバーのセキュリティの考慮事項に関する項を参照してください。


	
WebCenter Portalディスカッション・サーバーへの接続を登録します。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのディスカッション・サーバーの登録に関する項を参照してください。




	
注意:

Spacesについては、Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーへの接続を手動で登録する必要がない場合があります。Spacesアプリケーションを起動すると、次の条件を満たす場合にWebCenterSpaces-Discussionsという名前の接続がデフォルトの接続として自動的に設定されます(まだ存在しない場合のみ)。

	
SpacesとOracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーが同じドメイン内に存在する。


	
WC_Collaboration管理対象サーバーは明示的なリスニング・アドレスを持つか、または明示的なアドレスでシステムが関連付けられている。


	
Oracle WebCenter Portalディスカッション・サーバーがクラスタにデプロイされていない。


	
管理ロールが付与されたユーザーが存在する。




詳細は、第4.2項「Oracle WebCenter Portal: Spacesの使用」を参照してください。

















4.4 Oracle WebCenter Portalポートレット・プロデューサの使用

Oracleポートレット・プロデューサでは、事前構成済のポートレット・プロデューサがいくつか提供されています。Oracleポートレット・プロデューサをインストールすると、WC_Portlets管理対象サーバーが作成され、次のアプリケーションがサーバーにデプロイされます。

	
portalTools - OmniPortletおよびWebクリッピングがサポートされます。


	
wsrp-tools - WSRPツールがサポートされます。




事前構成済のポートレット・プロデューサにアクセスするには、アクセスする事前構成済ポートレット・プロデューサに応じて、次のURLを使用できます。

	
OmniPortletおよびWebクリッピング・ポートレット


http://host:port/portalTools


	
WSRPツール


http://host:port/wsrp-tools/




ここで、host:portは、Oracleポートレット・プロデューサがインストールされているシステムのホスト名とポート番号です。デフォルト・ポート番号は8889です。

WebCenter Portalで利用可能な事前構成済のポートレットを使用するには、次の手順を実行する必要があります。

	
WC_Portlet管理対象サーバーを起動します。

詳細は、『Oracle Application Server管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する説明を参照してください。


	
必要な事前構成済ポートレット・プロデューサを登録します。

ポートレットの登録の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「ポートレット・プロデューサの管理」の章を参照してください。

ポートレット・プロデューサを保護する場合は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドで「ポートレット・プロデューサのセキュリティの構成」の章を参照してください。




	
注意:

Spacesアプリケーションについては、事前構成済のポートレット・プロデューサへの接続を手動で登録する必要がない場合があります。Spacesを起動すると、次の条件を満たす場合に、接続が自動的に構成されます。

	
SpacesとOracleポートレット・プロデューサが同じドメイン内に存在する。


	
WC_Portlet管理対象サーバーが実行されている。


	
WC_Portlet管理対象サーバーは明示的なリスニング・アドレスを持つか、または明示的なアドレスでシステムが関連付けられている。


	
Oracleポートレット・プロデューサは、クラスタにデプロイされない。




詳細は、第4.2項「Oracle WebCenter Portal: Spacesの使用」を参照してください。












事前構成済のポートレット・プロデューサを登録すると、アプリケーション開発者またはSpacesユーザーは自分のアプリケーション・ページにポートレットを追加できるようになります。






4.5 Oracle WebCenter Portalページレット・プロデューサ

Oracle WebCenter Portalページレット・プロデューサ(以前のOracle WebCenter Ensemble)には、動的なページレット開発が容易になる便利なツールおよび機能のコレクションが用意されています。

ページレット・プロデューサは、WC_Portlet管理対象サーバーにデプロイされます。ページレット・プロデューサにアクセスするには、次のURLを使用します。

http://host:port/pagelets/

ここで、host:portはページレット・プロデューサがインストールされているシステムのホスト名およびポート番号です。デフォルトのコンテキスト・ルートはpageletsですが、ページレット・プロデューサは選択した任意の場所にデプロイできます。

たとえば、次のように指定します。

http://myhost.com:8889/pagelets/

ページレット・プロデューサ・コンソールにアクセスするには、URL: http://host:port/pagelets/adminを使用します。

すべてのデプロイメント後の接続構成は、Oracle Metadata Services(MDS)リポジトリに格納されます。ページレット・プロデューサは、RCUのMDSスキーマの別のパーティションですべての構成データを格納します。通常、このスキーマは、WebCenter Portalインストールの一部としてインストールされます。この構成データは、他のサービスに属するデータとは競合しません。ページレット・プロデューサ・ドメイン・テンプレートをデプロイすると、構成ウィザード・プロンプトによって、スキーマが作成されているデータベースへの接続情報の入力が求められます。ページレット・プロデューサが期待する名前は、次のとおりです。

	
データソース名前: mds-PageletProducerDS


	
JNDI名: jdbc/mds/PageletProducerDS


	
MDSパーティション名: pageletproducer




ページレット・プロデューサを使用するには:

	
WC_Portlet管理対象サーバーを起動します。


	
ページレット・プロデューサをFrameworkアプリケーションおよびSpacesアプリケーション用に登録します。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「Oracle WebCenterページレット・プロバイダの管理」の章を参照してください。

JavaScriptまたはREST APIを使用してページレット・プロデューサにアクセスすることもできます。




	
注意:

Spacesアプリケーションについては、接続を手動で登録する必要がない場合があります。Spacesアプリケーションを起動すると、次の条件を満たす場合にWebCenterSpaces-PageletProducerという名前の接続がデフォルトの接続として自動的に設定されます(まだ存在しない場合のみ)。

	
Spacesとページレット・プロデューサが同じドメイン内に存在する。


	
WC_Portlet管理対象サーバーは明示的なリスニング・アドレスを持つか、または明示的なアドレスでシステムが関連付けられている。


	
ページレット・プロデューサがクラスタにデプロイされていない。




詳細は、第4.2項「Oracle WebCenter Portal: Spacesの使用」を参照してください。

















4.6 Oracle WebCenter Portal Analyticsコレクタの使用

Oracle WebCenter Portal Analyticsコレクタは、ユーザーがWebCenter Portalアプリケーションの使用状況およびパフォーマンス・メトリックを表示することが可能なAnalyticsサービスをサポートします。Analyticsサービスには分析スキーマ(ACTIVITIES)がインストールされている必要があります。デフォルトでは、AnalyticsコレクタはWC_Utilities管理対象サーバーにポート8891でインストールされます。

Analyticsコレクタは、そのままの状態で、インストール時のデフォルトを使用してイベントを受信するように構成されています。ただし、SpacesはAnalyticsコレクタにイベントを送信するようには構成されていません。Spacesアプリケーション(または任意のFrameworkアプリケーション)の使用状況とパフォーマンス・メトリックを収集する場合は、Analyticsコレクタを登録してイベント収集を有効にする必要があります。アクティビティ・グラフがインストールされている場合、ACTIVITIESスキーマをアプリケーション間で共有することはできません。

Oracle WebCenter Portal Analyticsコレクタを使用するには:

	
WC_Utilities管理対象サーバーを起動します。


	
アプリケーションのAnalyticsコレクタを登録します。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「Analyticsサービスの管理」の章を参照してください。









4.7 Oracle WebCenter Portalアクティビティ・グラフ・エンジンの使用

Oracle WebCenter Portalアクティビティ・グラフ・エンジンを使用すると、ユーザーはAnalyticsで収集される様々な統計を分析できるようになります。アクティビティ・グラフによる分析の出力は、オブジェクトおよびユーザーについて収集されたスコアであり、推奨事項を示すために使用されます。そのスコアはアクティビティ・グラフ・データベースに格納されます。アクティビティ・グラフ・エンジンは、WC_Utilities管理対象サーバー上のアプリケーションとしてインストールされます。

アクティビティ・グラフ・エンジンにアクセスするには、次のURLを使用します。


http://host:port/activitygraph-engines


アクティビティ・グラフのデフォルトのポート番号は、8891です。

アクティビティ・グラフ・エンジン・テンプレートがデプロイされると、構成ウィザードによって、スキーマが作成されているデータベースへの接続情報の入力が求められます。アクティビティ・グラフ・エンジンが期待する名前は、次のとおりです。

	
データソース名前: ActivitiesDS


	
JNDI名: jdbc/ActivitiesDS




Oracle WebCenter Portalアクティビティ・グラフ・エンジンを使用するには:

	
WC_Utilities管理対象サーバーを起動します。


	
アプリケーションのAnalyticsコレクタを登録します。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのアプリケーション用のAnalyticsコレクタの登録に関する項を参照してください。




詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「アクティビティ・グラフ・サービスの管理」の章を参照してください。




	
注意:

Analyticsとアクティビティ・グラフは、ドメイン内の単一のアプリケーションでのみ使用することができます(アプリケーションがSpacesアプリケーションであるか、Frameworkアプリケーションであるかは関係ありません)。アクティビティ・グラフがインストールされていない場合、ACTIVITIESスキーマをアプリケーション間で共有することができます。ただし、アクティビティ・グラフがインストールされている場合、ACTIVITIESスキーマをアプリケーション間で共有することはできません。














4.8 Oracle WebCenter PortalのPersonalizationの使用

Oracle WebCenter PortalのPersonalizationを使用すると、ユーザーは選択した基準に基づいて対象ユーザーにアプリケーション・コンテンツを配信できます。アプリケーションとして、WC_Utilities管理対象サーバーにポート8891でインストールします。

カスタマ・アプリケーションは、RESTfulサービスを使用してHTTPを介してリモートからパーソナライズにアクセスします。WebCenter PortalのPersonalizationには、コンダクタおよびプロパティ・サービスが含まれています。コンダクタはシナリオと呼ばれる作業の単位を含み、これを実行します。プロパティ・サービスは、Java REST APIを使用してユーザーに関するプロパティ(年齢、性別など)を格納および取得します。

パーソナライズ・サーバーのプロパティ・サービスにアクセスするには、次のURLを使用します。

http://host:port/wcps/api/property/resourceIndex

ここで、host:portは、Oracle WebCenter PortalのPersonalizationがインストールされているシステムのホスト名とポート番号です。

パーソナライズ・サーバーのコンダクタにアクセスするには、次のURLを使用します。

http://host:port/wcps/api/conductor/resourceIndex

Oracle WebCenter PortalのPersonalizationを使用するには:

	
WC_Utilities管理対象サーバーを起動します。


	
Oracle WebCenter PortalのPersonalizationへの接続を登録します。この手順では、コンダクタとプロパティの接続の登録を行います。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「WebCenter Personalizationの管理」の章を参照してください。




	
注意:

Spacesアプリケーションについては、接続を手動で登録する必要がない場合があります。Spacesを起動すると、存在しない場合、Conductor-WCPSSpacesとProperties-WCPSSpacesのコンダクタおよびプロパティ接続が自動的に構成されます。これらの接続は、次の条件を満たす場合に作成されます。

	
SpacesとOracle WebCenter PortalのPersonalizationが同じドメイン内に存在する。


	
WC_Utilities管理対象サーバーが明示的なリスニング・アドレスを持つか、明示的なアドレスを持つシステムが関連付けられている。


	
Oracle WebCenter PortalのPersonalizationがクラスタにデプロイされていない。




詳細は、第4.2項「Oracle WebCenter Portal: Spacesの使用」を参照してください。

















4.9 カスタム管理対象サーバーの使用

アプリケーション開発者は、Oracle JDeveloperを使用して、Frameworkアプリケーションおよびポートレット・プロデューサ・アプリケーションを開発できます。これらのアプリケーションをデプロイするには、第3.2.3.2項「カスタム管理対象サーバーを作成するためのドメインの拡張」に従って、カスタム管理対象サーバーを作成する必要があります。これらのカスタム管理対象サーバーを使用するには、他に構成は必要ありません。




	
注意:

Frameworkアプリケーションポータルまたはポートレット・プロデューサ・アプリケーションを、管理サーバーまたはWebCenter Portalのインストール時に作成したデフォルトの管理対象サーバーに、デプロイすることはお薦めしません。









Frameworkアプリケーションとポートレット・プロデューサ・アプリケーション用にWebCenterスキーマを作成するには、RCUを実行する必要があります。このスキーマは、Spaces アプリケーションで使用されるWebCenterスキーマとは別であることに注意してください。WebCenterスキーマを必要とするWebCenter Portalサービスの詳細は、表5-1を参照してください。スキーマの作成方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のスキーマの作成に関する項を参照してください。






4.10 Oracle WebCenter Portalサービス・ポートレットの使用

Oracle WebCenterサービス・ポートレットは、事前定義されたすぐに使用できるプロデューサであり、アプリケーション開発者はこれを利用し、WebCenter Portalサービス・タスク・フローをWSRPポートレットまたはページレットとしてOracle Portal、Oracle WebLogic PortalおよびOracle WebCenter Interactionで公開できます。WebCenterサービス・ポートレットには、ドキュメント・マネージャ、コンテンツ・プレゼンタ、ブログ、ディスカッション・フォーラム、お知らせ、リスト、投票マネージャ、投票の実施、ワークリストのタスクフローがポートレットとして含まれています。WebCenterサービス・ポートレットに含まれる多くのサービスが完全に機能するには、バックエンド・サーバーへの接続が必要です。たとえば、ドキュメント・サービスではOracle WebCenterコンテンツ・リポジトリへの接続が必要です。

WebCenterサービス・ポートレットを使用するには:

	
WC_Portlet管理対象サーバーを起動します。

詳細は、『Oracle Application Server管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する説明を参照してください。


	
必要なバックエンド・コンポーネントがインストールされていることを確認し、必要なWebCenter Portalサービスのバックエンド接続を構成します。

詳細は、第5章「WebCenter Portalサービスのバックエンド・コンポーネントの準備」を参照してください。


	
WebCenterサービス・ポートレットのセキュリティを構成します。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのWSRPプロデューサの保護に関する項を参照してください。




WebCenterサービス・ポートレットの構成の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのWebCenterサービス・ポートレットの構成に関する項を参照してください。アプリケーションでのWebCenterサービス・ポートレットの使用の詳細は、『Oracle WebCenter Framework開発者ガイド』のWebCenterサービス・ポートレットの使用に関する項を参照してください。









5 WebCenter Portalサービスのバックエンド・コンポーネントの準備

Oracle WebCenter Portalには、ソーシャル・ネットワーキングおよび個人の生産性に関する機能をFrameworkアプリケーションとSpacesアプリケーションに含めて公開する一連のWebCenter Portalサービス機能があります。これらのサービスの中には、ワークリストや検索など、バックエンド・コンポーネントに依存しているものもあります。この章は、そのようなバックエンド・コンポーネントをインストールして、WebCenter Portalと統合する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第5.1項「WebCenter Portalサービスの概要」


	
第5.2項「インスタント・メッセージおよびプレゼンス(IMP)サービスのバックエンド要件」


	
第5.3項「ドキュメント・サービスのバックエンド要件」


	
第5.4項「イベント・サービスのバックエンド要件」


	
第5.5項「メール・サービスのバックエンド要件」


	
第5.6項「検索サービスのバックエンド要件」


	
第5.7項「ワークリスト・サービスのバックエンド要件」


	
第5.8項「WebCenter Portal: Spacesワークフローのバックエンド要件」






5.1 WebCenter Portalサービスの概要

WebCenter Portalサービスは、ユーザー向けの動的で対話的な環境を作成する場合に役立ちます。これらのサービスは、FrameworkアプリケーションとSpacesアプリケーションに統合できます。

すべてのWebCenter Portalサービスは、その機能の実現をデータベースに依存しています。WebCenter Portalサービスをアプリケーションに統合するには、サポートされるデータベースがMDSスキーマで使用可能であることを確認する必要があります。次を参照してください。

	
サポートされるデータベースについては、次のリンクを参照してください。

http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_certification.html


	
データベースのインストールおよびスキーマの作成については、第2章「Oracle WebCenter Portalのインストール」を参照してください。




データベースに加え、特定のWebCenter Portalサービスもバックエンド・コンポーネントに依存します。アプリケーション開発者またはユーザーがこのようなサービスをアプリケーションに統合できるようにするには、次のタスクを実行する必要があります。

	
バックエンド・コンポーネントのインストール


	
バックエンド・コンポーネントの構成(必要に応じて)


	
バックエンド・コンポーネントへの接続の設定




表5-1では、WebCenter Portalサービスについて説明し、各サービスで必要となるバックエンド・コンポーネント(ある場合)のリストを示します。

WebCenter Portalとともに使用できるサード・パーティ製品については、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenterポータル管理者ガイドの付録「サード・パーティ製品の統合」を参照してください。


表5-1 WebCenter Portalサービスのバックエンド要件

	サービス	説明	MDSスキーマでサポートされるデータベースの他に必要なバックエンド・コンポーネント	接続構成
	
アクティビティ・グラフ

	
アプリケーション内での既存の接続およびオブジェクトとの共有のやり取りに基づいて、ユーザーが接続先として希望する可能性がある人物を提案します。

	
Oracle WebCenterアクティビティ・グラフ・エンジン、Oracle WebCenter Analyticsコレクタ、およびActivitiesスキーマを含むサポートされるデータベース

	
接続が必要です。

条件を満たす場合に、Spacesに対して接続が自動的に構成されます。詳細は、第4.7項「Oracle WebCenter Portalアクティビティ・グラフ・エンジンの使用」を参照してください。


	
分析

	
使用状況とパフォーマンス・メトリックを表示します。

	
Oracle WebCenter Analyticsコレクタ、およびActivitiesスキーマを含むサポートされるデータベース

	
接続が必要です。


	
お知らせ

	
ユーザーがお知らせを投稿、パーソナライズおよび管理できるようになります。

	
Oracle WebCenter Portalのディスカッション・サーバーおよびDiscussionsスキーマを含むサポートされるデータベース

	
接続が必要です。

条件を満たす場合に、Spacesに対して接続が自動的に構成されます。詳細は、第4.3項「Oracle WebCenter Portalのディスカッション・サーバーの使用」を参照してください。


	
ディスカッション

	
スレッド化されたディスカッションを作成し、そのディスカッションに参加するための機能を提供します。

	
Oracle WebCenter Portalのディスカッション・サーバーおよびDiscussionsスキーマを含むサポートされるデータベース

	
接続が必要です。

条件を満たす場合に、Spacesに対して接続が自動的に構成されます。詳細は、第4.3項「Oracle WebCenter Portalのディスカッション・サーバーの使用」を参照してください。


	
ドキュメント

	
コンテンツのアップロード、ファイル、フォルダ、wikiおよびブログの作成と管理、ファイルのチェックアウト、ファイルのバージョニングなどの、コンテンツ管理機能やストレージ機能を提供します。

	
Content Server 11g、Oracle Portal 11gなどのコンテンツ・リポジトリ

	
接続が必要です。

条件を満たす場合に、Spacesに対して接続が自動的に構成されます。詳細は、第5.3.1.3項「Content Server - 統合」を参照してください。


	
イベント

	
ユーザーが会議、予定などのチームの集まりのスケジューリングに使用できる、個人用およびスペース固有のカレンダを提供します。

注意: このサービスは、Spacesアプリケーションのみで使用できます。

	
WEBCENTERスキーマを含むサポートされるデータベース

個人用イベントの場合はMicrosoft Exchange Server 2003またはMicrosoft Exchange Server 2007

	
接続は個人用カレンダでは必要ですが、スペース・カレンダには不要です。


	
インスタント・メッセージおよびプレゼンス(IMP)

	
他の認証済ユーザーのオンライン・プレゼンス・ステータス(オンライン、オフライン、ビジーまたはアイドル)を確認し、ただちにこれらのユーザーに連絡するための機能を提供します。

	
Microsoft Live Communication Server 2005などのサポート対象の通信サーバー

	
接続は、手動で作成する必要があります。


	
リンク

	
関連情報の表示、アクセスおよび関連付けを実行するための機能を提供します。たとえば、ディスカッション・スレッドからソリューション・ドキュメントにリンクできます。

	
WEBCENTERスキーマを含むサポートされるデータベース

	
別の接続は、必要ありません。


	
リスト

	
ユーザーはリストを作成、公開および管理できます。

	
WEBCENTERスキーマを含むサポートされるデータベース

	
別の接続は、必要ありません。


	
メール

	
IMAPやSMTPメール・サーバーと簡単に統合でき、単純なメール機能(メッセージの表示、開封、作成および削除、添付ファイル付きメッセージの作成、既存メッセージへの返信や転送など)をユーザーが実行できるようになります。

	
Microsoft Exchange Server 2003など、IMAP4やSMTPに基づいたメール・サーバー

	
接続は、手動で作成する必要があります。


	
メモ

	
個人的に関連情報を書き留めて、保持する機能を提供します。

注意: このサービスは、Spacesアプリケーションのみで使用できます。

	
WEBCENTERスキーマを含むサポートされるデータベース

	
別の接続は、必要ありません。


	
ピープル・コネクション

	
企業のコネクションの作成、そのコネクションでのやり取り、アクティビティの追跡を行うためのオンライン・ソーシャル・ネットワーキング・ツールを提供します。

	
WEBCENTERスキーマを含むサポートされるデータベース

	
別の接続は、必要ありません。


	
パーソナライズ

	
ユーザーとアプリケーションのコンテキストの両方に基づいて対象のコンテンツを配信します。

	
Oracle WebCenter Personalizationサーバー

	
接続が必要です。

条件を満たす場合に、Spacesに対して接続が自動的に構成されます。詳細は、第4.8項「Oracle WebCenter PortalのPersonalizationの使用」を参照してください。


	
投票

	
ユーザーがオンライン投票を作成、編集および実施することができます。投票では、ユーザーはオーディエンスの意見、経験レベルなどの調査、重要情報を覚えているかどうかの確認、およびプレゼンテーションの効果に関するフィードバックの収集を実行できます。

	
WEBCENTERスキーマを含むサポートされるデータベース

	
別の接続は、必要ありません。


	
最近のアクティビティ

	
ドキュメント、ディスカッションおよびお知らせに対して最近行った変更のサマリー・ビューを表示します。

	
なし

	
別の接続は、必要ありません。


	
RSS

	
他のWebCenter Portalサービスおよび外部ソースからのコンテンツを、RSS 2.0およびAtom 1.0形式でニュース・フィードとして公開する機能を提供します。

RSSニュース・フィードは、Spacesからのみ使用可能です。RSSビューア・タスク・フローは、SpacesおよびFrameworkの両アプリケーションで使用可能です。

	
なし

	
別の接続は、必要ありません。


	
検索

	
タグ、サービス、アプリケーションまたはサイト全体を検索するための機能を提供します。アプリケーションをOracle Secure Enterprise Search (Oracle SES)に接続することによって、WebCenter Portal検索を外部コンテンツ・リポジトリに拡張できます。

	
Oracle Searchサービス・アダプタがWebCenter Portalオブジェクトの検索に使用される場合、別のバックエンド・コンポーネントは必要ありません。

WebCenter Portalの外の外部リポジトリを検索するには、最新のパッチ・セットで更新されたOracle SES 11gが必要です。

	
Searchサービス・アダプタ用に別の接続は必要ありません。Oracle SES用の接続が必要です。


	
タグ

	
特定のページやドキュメントに個人的に関係のあるキーワードを1つ以上割り当てて、それらのアイテムを検索結果で発見しやすくする機能を提供します。

	
WEBCENTERスキーマを含むサポートされるデータベース

	
別の接続は、必要ありません。


	
ワークリスト

	
注意を払う必要のあるビジネス・プロセスを即座に確認できる個人ビューを提供します。これには、ドキュメントの確認リクエストなど、エンタープライズ・アプリケーションから直接送信されるビジネス・プロセスが含まれます。

	
Business Process Execution Language(BPEL)サーバー

	
接続が必要です。

第4.2項「Oracle WebCenter Portal: Spacesの使用」に示されている条件を満たす場合、Spacesに対して接続が自動的に構成されます。












5.2 インスタント・メッセージおよびプレゼンス(IMP)サービスのバックエンド要件

インスタント・メッセージおよびプレゼンス(IMP)サービスは、バックエンド通信サーバーに依存します。IMPサービスのコミュニケーション・サーバーとして、次のサーバーのいずれかを構成できます。

	
Microsoft Live Communications Server(LCS)2005


	
Microsoft Office Communications Server(OCS)2007


	
Microsoft Lync 2010




この項では、次の項目について説明します。

	
第5.2.1項「通信サーバー - インストール」


	
第5.2.2項「通信サーバー - 構成と統合」






5.2.1 通信サーバー - インストール

Microsoft Live Communications Server 2005、Microsoft Office Communications Server 2007またはMicrosoft Lyncのインストールの詳細は、関連するMicrosoft社のドキュメントを参照してください。






5.2.2 通信サーバー - 構成と統合

 IMPサービスの通信サーバーを構成する場合は、次を考慮します。

	
Microsoft OCS 2007を使用するには、Microsoft Unified Communications Managed API(UCMA)2.0 SDKおよびOracle RTC Web service for Microsoft OCS 2007をインストールする必要があります。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのMicrosoft OCS - 構成に関する項を参照してください。


	
Microsoft Live Communications Server 2005を使用するには、Microsoft RTC API v1.3およびOracle RTC Web service for Microsoft LCS 2005をインストールして構成する必要があります。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのMicrosoft LCS - 構成に関する項を参照してください。


	
Microsoft Lyncの構成の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのMicrosoft Lync - 構成に関する項を参照してください。




通信サーバーをインストールして構成したら、IMPサービスをSpacesアプリケーションおよびFrameworkアプリケーションに統合できるように、通信サーバーへの接続を設定する必要があります。IMPサービス接続の設定の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのインスタント・メッセージおよびプレゼンス・サーバーの登録に関する項を参照してください。

WebCenter Portalと通信サーバーが同じ外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを使用するように構成されていることを確認します。そうでない場合、WebCenter Portalと通信サーバー環境の間でユーザー・エントリを手動で同期化する必要があります。








5.3 ドキュメント・サービスのバックエンド要件

ドキュメント・サービスには、SpacesアプリケーションとFrameworkアプリケーションのコンテンツ管理と保管の機能があります。ドキュメント・サービスを使用するには、バックエンドに、管理するドキュメントを含むコンテンツ・リポジトリが存在する必要があります。WebCenter Portalは、次の外部リポジトリとのコンテンツ統合をサポートしています。

	
Oracle WebCenter Contentサーバー


	
Oracle Portal 11g


	
Microsoft Office SharePoint Server(MOSS)2007 Service Pack 2


	
Microsoft Windows SharePoint Services(WSS)バージョン3 Service Pack 2







	
注意:

Oracle WebCenter Portal: Spacesは、その外部コンテンツ・リポジトリとしてContent ServerまたはOracle Portalを使用できます。ただし、スペースおよびホーム・スペースのドキュメント・コンテンツ、Wikiおよびブログ機能を有効にするには、Spacesのデフォルトのコンテンツ・リポジトリとしてContent Server 11gを設定する必要があります。









この項では、次の項目について説明します。

	
第5.3.1項「Oracle WebCenter Content Serverの要件」


	
第5.3.2項「Oracle Portalの要件」


	
第5.3.3項「Microsoft SharePointの要件」






5.3.1 Oracle WebCenter Content Serverの要件

この項では、次の項目について説明します。

	
第5.3.1.1項「Content Server - インストール」


	
第5.3.1.2項「Content Server - 構成」


	
第5.3.1.3項「Content Server - 統合」






5.3.1.1 Content Server - インストール

WebCenter Portalでは、外部コンテンツ・リポジトリとしてOracle WebCenter Content Server 11.1.1.6.0以降をサポートしています。

Content Serverは、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントの1つであるOracle WebCenter Contentの一部としてインストールされます。

Content Serverのインストール時に、Oracle WebCenter Content: Inbound Refineryもインストールすることをお薦めします。Inbound Refineryは、ファイル変換を管理する変換サーバーです。また、ドキュメントと画像のサムネイル機能、およびビデオのストーリボードも提供します。Inbound Refineryを使用して、コンテンツ・サーバーに格納されているコンテンツ・アイテムを変換できます。Inbound Refineryがインストールされていない場合、アプリケーションのサムネイルまたはレンディションは表示されません。

Content ServerとInbound Refineryのインストール方法の詳細は、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』を参照してください。




	
注意:

Content ServerとInbound Refineryは、同じドメインにインストールする必要があります。Content ServerとInbound Refineryは、WebCenter Portalと同じドメインにインストールすることをお薦めします。同じドメインにインストールすると、外部LDAP認証プロバイダを使用するために、追加の構成は必要ありません。














5.3.1.2 Content Server - 構成

Content Serverを外部コンテンツ・リポジトリとして使用するには、WebCenter Portalと動作するように構成する必要があります。Content Serverの構成の必須タスクおよびオプションのタスクの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのOracle WebCenter Content Serverリポジトリの構成に関する項を参照してください。Oracle SESをFrameworkアプリケーションとSpacesアプリケーションで使用するためのタスクの概要は、このガイドの「Content Serverの構成のロードマップ」の項内のフローチャートを参照してください。




	
注意:

デフォルトでは、Oracle WebCenter Contentは、Oracle WebLogic Serverの組込みのLightweight Directory Application Protocol (LDAP)サーバーを使用します。本番システムでは、Oracle WebCenter Contentアプリケーションは、デフォルトの組込みLDAPサーバーではなく、外部LDAP認証プロバイダを使用する必要があります。したがって、Content Serverのアイデンティティ・ストアを、外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを再び関連付ける必要があります。

WebCenter PortalおよびContent Serverを同じドメインにインストールした場合、外部LDAP認証プロバイダを使用するために、追加の構成は必要ありません。認証プロバイダの構成は、ドメイン全体に適用できます。

WebCenter PortalおよびContent Serverを別々のドメインにインストールした場合、同じ外部LDAP認証プロバイダを使用するようにこれらを構成する必要があります。したがって、Content Serverを、WebCenter Portalと同じアイデンティティ・ストアLDAPサーバーを再度関連付けるようにします。














5.3.1.3 Content Server - 統合

コンテンツ・リポジトリとしてContent Serverを使用するには、リポジトリ接続を作成する必要があります。Spacesについては、リポジトリ接続が自動的に構成され、デフォルトの接続として設定されます(リポジトリ接続がまだ存在しない場合)。第4.2項「Oracle WebCenter Portal: Spacesの使用」で示されている一般的な条件が満たされると、接続はアプリケーションの起動時に構成されます。ただし、サーバーのソケット・ポートまたは管理者ロールが付与されたユーザーが見つからない場合、接続は構成されません。

コンテンツ・リポジトリの登録およびリポジトリ接続の管理方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのコンテンツ・リポジトリの登録に関する項を参照してください。








5.3.2 Oracle Portalの要件

Oracle Portalでは、エンタープライズ・ポータルを構築、デプロイおよび管理するために完全な統合フレームワークを実現しています。

この項では、次の項目について説明します。

	
第5.3.2.1項「Oracle Portal - インストール」


	
第5.3.2.2項「Oracle Portal - 構成」


	
第5.3.2.3項「Oracle Portal - 統合」






5.3.2.1 Oracle Portal - インストール

Oracle Portal 11gをWebCenter Portalアプリケーションのコンテンツ・リポジトリとして使用するには、それをインストールする必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Portal, Forms, Reports and Discovererインストレーション・ガイド』を参照してください。






5.3.2.2 Oracle Portal - 構成

Oracle Portalは、最新のすべてのパッチを使用して更新する必要があります。パッチの追加情報に関しては、製品のリリース・ノートを参照してください。Oracle Fusion Middleware管理者ガイド for Oracle Portalも参照してください。






5.3.2.3 Oracle Portal - 統合

Oracle PortalコンテンツをWebCenter Portalアプリケーションに統合するには、Oracle Portalにコンテンツ・リポジトリ接続を設定する必要があります。SpacesアプリケーションおよびFrameworkアプリケーション用にコンテンツ・リポジトリを登録し、接続を管理する方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「コンテンツ・リポジトリの管理」の章を参照してください。








5.3.3 Microsoft SharePointの要件

Microsoft SharePointを、WebCenter Portalの外部コンテンツ・リポジトリとしてインストールおよび構成できます。この項では、Microsoft SharePointを使用するためのインストール要件および統合要件について説明します。この項の内容は次のとおりです。

	
第5.3.3.1項「Microsoft SharePoint - インストール」


	
第5.3.3.2項「Microsoft SharePoint - 統合」







	
注意:

WebCenter Spacesでは、プライマリ・ドキュメント・ストアとしてMicrosoft SharePointをサポートしていないので、かわりにContent Serverを使用する必要があります。











5.3.3.1 Microsoft SharePoint - インストール

WebCenter Portalでは、次のバージョンのMicrosoft SharePointをサポートしています。

	
Microsoft Office SharePoint Server(MOSS)2007 Service Pack 2


	
Microsoft Windows SharePoint Services(WSS)バージョン3 Service Pack 2




インストール情報については、適切なMicrosoft SharePointのドキュメントを参照してください。






5.3.3.2 Microsoft SharePoint - 統合

WebCenter Portalアプリケーションのコンテンツ・リポジトリとしてMicrosoft SharePointをサポートするには、次のタスクを実行する必要があります。

	
サーバー側: Microsoft SharePoint用のOracle WebCenterアダプタをアプリケーションをデプロイする計画のターゲットの管理対象サーバーにインストールします。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのMicrosoft SharePoint用Oracle WebCenterアダプタのインストールに関する項を参照してください。


	
開発側: 開発環境で、Microsoft SharePointをコンテンツ・リポジトリとして使用するFrameworkアプリケーションを作成可能にするには、アプリケーション開発者は最初にJDeveloperにMicrosoft SharePoint用Oracle WebCenterアダプタをインストールする必要があります。その後、そのアプリケーションに対してMicrosoft SharePointサーバーへの接続を登録する必要があります。詳細は、『Oracle WebCenter Framework開発者ガイド』のMicrosoft SharePoint用Oracle WebCenterアダプタのインストールに関する項およびMicrosoft SharePoint用Oracle WebCenterアダプタに基づくコンテンツ・リポジトリ接続の作成方法に関する項を参照してください。




デプロイメント後に、WLSTコマンドを使用してWebCenter PortalアプリケーションのMicrosoft SharePoint接続を管理できます。この接続を管理するには、WLSTコマンド・スクリプトをインストールする必要があります。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのMicrosoft SharePoint接続を管理するためのWLSTコマンド・スクリプトのインストールに関する項およびWLSTを使用したMicrosoft SharePoint接続の管理に関する項を参照してください。




	
注意:

SpacesでMicrosoft SharePoint接続を有効にするには、Oracle Technology Network(http://www.oracle.com/technetwork/middleware/webcenter/overview/index.html)でホワイト・ペーパー『Integrating the SharePoint 2007 Adapter with WebCenter Spaces』を参照してください。


















5.4 イベント・サービスのバックエンド要件

イベント・サービス(Spacesでのみ使用可能)は、グループ・カレンダおよび個人用カレンダを提供します。グループ・カレンダ機能を提供する場合、イベント・サービスに別のバックエンド・コンポーネントは必要ありません。個人用カレンダをサポートする場合、イベント・サービスにはMicrosoft Exchange Server 2003またはMicrosoft Exchange Server 2007のいずれかが必要です。Microsoft Exchange Serverのインストールの詳細は、その製品ドキュメントを参照してください。

WebCenter Portalと連携するように、Microsoft Exchange Serverを準備する必要があります。また、メール・サーバーへの接続を作成する必要もあります。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「イベント・サービスの管理」の章を参照してください。この章には、構成プロセスを図示したフロー・チャートがあります。






5.5 メール・サービスのバックエンド要件

メール・サービスは、IMAP4プロトコルおよびSMTPプロトコルをサポートするメール・サーバー(Microsoft Exchange Server 2003など)に依存しています。メール・サーバーをインストールするには、使用するメール・サーバーのドキュメントを参照してください。

WebCenter PortalユーザーがWebCenter Portalアプリケーション内からメール・サービスにアクセスできるようにするには、メール・サーバー上で作成されたユーザーと、WebCenter Portalで使用されるアイデンティティ・ストアで作成されたユーザーが一致することが重要です。

アプリケーションにメール・サービスを統合するには、メール・サーバーへの接続を構成する必要があります。メール・サービスの構成の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「メール・サービスの管理」の章を参照してください。この章には、FrameworkアプリケーションとSpacesアプリケーションでメール・サービスを使用する前提条件と必要なタスクを図示したフローチャートがあります。






5.6 検索サービスのバックエンド要件

検索サービスは、WebCenter Portalアプリケーション内の他のWebCenter Portalサービスによって作成されたコンテンツの検索に、別のバックエンド・コンポーネントは使用しません。ただし、外部コンテンツ・リポジトリを含めるためにWebCenter検索を拡張する場合は、Oracle Secure Enterprise Search(Oracle SES)をインストールする必要があります。Oracle SESはクローラベースのサービスを提供して、構造化されているかいないかに関係なく、様々なファイル形式で数多くのソースにおいて、索引付き検索やリアルタイム検索ができます。

WebCenter Portalアプリケーションでは、Oracle SESは自動的にデフォルトの検索クローラとして設定されます。Spacesアプリケーションでは、WebCenter Portal検索アダプタをオーバーライドし、Oracle SESを使用することができます。これによって、ほとんどのWebCenter Portalオブジェクト間でより高速で、統合された検索が実現されます。

この項の内容は次のとおりです。

	
第5.6.1項「Oracle SES - インストール」


	
第5.6.2項「Oracle SES - 構成」






5.6.1 Oracle SES - インストール

Oracle SESバージョン11.1.2以降がサポート対象です。




	
注意:

Oracle SESバージョン11.1.2.2をインストールすることを強くお薦めします。









この項の内容は次のとおりです。

	
第5.6.1.1項「Oracle SES 11.1.2のインストール」


	
第5.6.1.2項「Oracle SES 11.1.2.2のインストール」






5.6.1.1 Oracle SES 11.1.2のインストール

WebCenter Portal用のOracle SES 11.1.2をインストールするには:

	
Oracle SES 11.1.2をインストールします。

詳細は、OTNの次のURLのOracle Secure Enterprise Searchオンライン・ドキュメント・ライブラリ11g リリース1(11.1.2)を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/search/oses/documentation/ses-096384.html


	
Oracle Connectorリソース・バンドル11.1.2.0.1のパッチをインストールします。そのためには、パッチ10085593をダウンロードします。




	
注意:

このパッチは、http://support.oracle.comからダウンロードできます。










	
Oracle XMLコネクタ11.1.2.0.2のパッチをインストールします。そのためには、パッチ10070215をダウンロードします。


	
Oracle Databaseコネクタ11.1.2.0.2のパッチをインストールします。そのためには、パッチ10070226をダウンロードします。


	
Oracle SES検索用にWebCenter Portalを設定するには、WebCenter Portalインスタンスの$WC_ORACLE_HOME/sesディレクトリからwebcenter_search_ses_plugins.zipを取得し、Oracle SESインスタンスのOracle_Homeディレクトリに入れます。




	
注意:

Oracle_Homeは、Oracle SESのインストール時に指定したソフトウェアの場所を示します。

WebCenter PortalインスタンスとOracle SESインスタンスは、別のコンピュータ上に存在する場合があります。










	
Oracle SESホーム・ディレクトリに移動します。たとえば、次のように指定します。


cd $Oracle_Home


	
./search/lib/plugins/webcenter/search-crawl-ucm.jarファイルを削除します。


	
次のコマンドを実行し、必要なWebCenter Portalプラグインをインストールします。


unzip webcenter_search_ses_plugins.zip


これによって、次のWebCenter Portal jarファイルがOracle SESインストールに追加されます。

	
Oracle_Home/search/lib/plugins/webcenter/search-auth-share.jar


	
Oracle_Home/search/lib/plugins/webcenter/search-auth-plugin.jar


	
Oracle_Home/search/lib/plugins/doc/search-crawl-ucm.jar










	
注意:

最新のリリース・ノートで必須のOracle SESパッチについての情報がないか確認します。Oracle Technology Network(OTN)のページ(http://www.oracle.com/technetwork/index.html)で、Oracle Fusion Middlewareを参照してください。














5.6.1.2 Oracle SES 11.1.2.2のインストール

Oracle SES 11.1.2.2は、WebCenter Portalリリース11.1.1.7.0で使用するOracle SESリリースとしてお薦めします。

Oracle SESはhttp://www.oracle.com/technetwork/search/oses/downloads/index.htmlからダウンロードします。Oracle SESリリース11.1.2.2には追加のOracleパッチは必要ありません。

Oracle SES 11.1.2.2のインストールの詳細は、OTNで次のOracle SESオンライン・ドキュメント・ライブラリ11gリリース1 (11.1.2.2)を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/search/oses/documentation/ses-096384.html








5.6.2 Oracle SES - 構成

WebCenter Portal用にOracle SESを構成する方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「WebCenter PortalでのOracle SES検索の管理」の章を参照してください。Oracle SESをFrameworkアプリケーションとSpacesアプリケーションで使用するためのタスクの概要は、このガイドのWebCenter PortalのOracle SESの構成のロードマップに関する項内のフローチャートを参照してください。








5.7 ワークリスト・サービスのバックエンド要件


インストール

ワークリスト・サービスはBusiness Process Execution Language(BPEL)サーバー(Oracle SOA Suiteのコンポーネント)に依存します。ワークリスト・サービスをWebCenter Portalで使用可能にするには、Oracle SOA Suiteをインストールする必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite and Oracle Business Process Management Suiteインストレーション・ガイド』を参照してください。


構成

WebCenter Portalアプリケーションにワークリスト・サービスを統合するには、BPELサーバーへの接続を登録する必要があります。Spacesでは、第4.2項「WebCenter Portal: Spacesの使用」で説明している条件を満たす場合に、WebCenterSpaces-Worklistという名前の接続がアプリケーションの起動時に自動的に構成されます。

ワークリスト・サービスの構成の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「ワークリスト・サービスの管理」の章を参照してください。この章には、SpaceアプリケーションとFrameworkアプリケーションでワークリスト・サービスを使用する前提条件と必要なタスクを図示するフローチャートがあります。




	
注意:

WebCenter PortalユーザーがBPELサーバーからのタスクを格納および取得できるようにするには、WebCenter PortalおよびOracle SOAで使用されるアイデンティティ・ストア内にそのユーザー名が存在することが重要です。これは、両方のアイデンティティ・ストアで同一のユーザー名を作成するか、またはシングル・サインオン(SSO)認証に共通のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを使用することで実現できます。SSO認証を使用すると、ユーザーが1回ログインするだけでWebCenter PortalアプリケーションとBPELアプリケーションの間をシームレスに移動することが可能になり、各アプリケーションに別々にログインする必要がなくなります。外部の共有のLDAPベースのサーバーの設定方法については、第3.4項「外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアの設定」を参照してください。














5.8 WebCenter Portal: Spacesワークフローのバックエンド要件

Spacesアプリケーションには、スペース・メンバーシップ通知やスペース・サブスクリプション・リクエストなどを処理する、あらかじめ構築されたいくつかのワークフローがあります。SpacesワークフローはBPELサーバー(Oracle SOA Suiteのコンポーネント)に依存します。

表5-2では、WebCenter Portal: SpacesでSpacesワークフロー機能を有効にするために実行する必要があるタスクについて説明します。


表5-2 Spacesワークフローを有効にするタスク

	タスク	必須/オプション	ドキュメント
	
1. Oracle SOA Suiteをインストールする

	
必須

	
詳細は、第5.8.1項「Oracle SOA Suite - インストール」を参照してください。


	
2. SOAサーバー・ドメインをoracle.wc_composite_template_11.1.1.jarテンプレートで拡張する

	
必須

	
詳細は、第5.8.2項「Oracle SOAサーバー - ドメインの拡張」を参照してください。


	
3. WS-Securityを構成して、Oracle SOAおよびWebCenter Portal間のWebサービスのコールを保護する

	
必須

	
詳細は、第5.8.3項「Oracle SOAおよびSpace - WS-Securityの構成」を参照してください。


	
4. BPELサーバーとの接続を登録する

	
自動的に構成されない場合は、必須

	
詳細は、第5.8.4項「Oracle WebCenter Portal - BPELサーバー接続の構成」を参照してください。











	
注意:

WebCenter PortalユーザーがBPELサーバーからのタスクを格納および取得できるようにするには、WebCenter PortalおよびOracle SOAで使用されるアイデンティティ・ストア内にそのユーザー名が存在することが重要です。これは、両方のアイデンティティ・ストアで同一のユーザー名を作成するか、またはシングル・サインオン(SSO)認証に共有のLDAPベースのアイデンティティ・ストアを使用することで実現できます。外部の共有のLDAPベースのサーバーの設定方法については、第3.4項「外部のLDAPベースのアイデンティティ・ストアの設定」を参照してください。











5.8.1 Oracle SOA Suite - インストール

ワークフローをサポートするには、SpacesはBPELサーバー(Oracle SOA Suiteに付属)を必要とします。Oracle SOA Suiteをインストールする方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite and Oracle Business Process Management Suiteインストレーション・ガイド』を参照してください。






5.8.2 Oracle SOAサーバー - ドメインの拡張

Spacesワークフローは、Oracle SOAサーバーにデプロイされます。ワークフロー用にSOAサーバーを準備するには、Oracle SOAがインストールされているドメインをテンプレートoracle.wc_composite_template_11.1.1.jarで拡張する必要があります。このテンプレートは、Oracle SOAインストールの次のパスにあります。


ORACLE_SOA_HOME/common/templates/applications/oracle.wc_composite_template_11.1.1.jar


oracle.wc_composite_template_11.1.1.jarテンプレートでは、(WebCenter Portalのメンバーシップのメカニズムを管理する)WebCenterWorklistDetailApp.earと(BPELで招待とメッセージを表示する)sca_CommunityWorkflows.jarがデプロイされます。

ドメインを拡張する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用したドメインの作成』ガイドでWebLogicドメインの拡張に関する項の手順を参照してください。






5.8.3 Oracle SOAおよびSpaces - WS-Securityの構成

WebCenter PortalにデプロイされるSpaces Webサービスによって、Oracle WebCenter Portal: SpacesとSOAサーバーの間の通信が容易になります。このWebサービスのコールを保護する必要があります。これを行うには、SOAサーバーおよびSpacesでWS-Securityを設定します。

Oracle SOAサーバーとSpacesアプリケーション間のWeb Service接続を保護するには:

	
Oracle SOAサーバーのキーストア・ファイルの別名を確認します。

たとえば、次のコマンドを使用して、Oracle SOAサーバーのキーストア・ファイルの内容をリストします。

keytool -list -v -keystore bpel.jks -storepass <password>

次のエントリが存在する必要があります。


Alias name: webcenter_spaces_ws



	
SpacesとOracle SOAサーバーの資格証明ストアが正しく構成されていることを確認します。

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの資格証明ストアの更新に関する項を参照してください。


	
接続の両端に存在する次のようなキーストアを確認します。

- webcenter.jks (Spaces側へのコピー)

- bpel.jks(Oracle SOAサーバー側へのコピー)

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのSOAドメインのキーストアの作成に関する項も参照してください。


	
Oracle SOAサーバーでBPMWorkflowAdminアプリケーション・ロールのロール・メンバーを構成します(soa-infra)。

ユーザーweblogicを持たないアイデンティティ・ストアにドメインを関連付ける場合は、アプリケーション・ロールBPMWorkflowAdminに別の有効なユーザーを割り当てる必要があります。SOA Oracleホームからこれを実行するには、たとえばLDAPに存在する"monty"というユーザーを割り当てるには、次のようにWLSTコマンドを使用します。


cd $SOA_ORACLE_HOME/common/bin/
wlst.sh
 
connect('<admin username>','<admin password>', 'mysoahost.xmlns.oracle.com:7001')
revokeAppRole(appStripe="soa-infra", appRoleName="BPMWorkflowAdmin", principalClass="oracle.security.jps.service.policystore.ApplicationRole", principalName="SOAAdmin")
grantAppRole(appStripe="soa-infra", appRoleName="BPMWorkflowAdmin", principalClass="weblogic.security.principal.WLSUserImpl", principalName="monty")



『Oracle Fusion Middleware WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンス』のセキュリティコマンドに関する項を参照してください。




詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドの「WS-Securityの構成」の章を参照してください。






5.8.4 Oracle WebCenter Portal - BPELサーバー接続の構成

Spacesアプリケーションを起動すると、存在しない場合、WebCenterSpaces-WorklistというBPELサーバー接続が自動的に構成されます。ただし、自動構成が行われるのは、第4.2項「Oracle WebCenter Portal: Spacesの使用」に示された条件が満たされた場合のみです。

WebCenterSpaces-Worklist BPEL接続は、ワークリスト・サービスとSpacesワークフローによって共有されるように構成されます。これによって、ユーザーは割り当てられたメンバーシップに関連するワークフロー・アイテムと通知サブスクリプションを自分のワークリスト・コンポーネントで参照可能になります。

BPEL接続が自動的に構成されない場合は、手動で作成する必要があります。ベスト・プラクティスとして、Spacesワークフローに対して、ワークリスト・サービスのアクティブな接続として設定されている同じBPEL接続を使用する必要があります。

Spacesワークフローに対してBPELサーバー接続を構成するには:

	
SpacesワークフローがデプロイされるSOAサーバー・インスタンスに、BPELサーバー接続を登録します。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのワークリスト接続の登録に関する項を参照してください。


	
このBPEL接続がワークリスト・サービスのアクティブな接続として設定されていることを確認します。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのワークリスト接続のアクティブ化に関する項を参照してください。

ワークリスト・サービスとSpacesワークフローで同じBPEL接続を使用することをお薦めします。


	
Spacesワークフローに対してBPEL接続を設定します。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Portal管理者ガイドのSpacesワークフローをホストしているBPELサーバーの指定に関する項を参照してください。














6 Oracle WebCenter Portalのアンインストール

この項では、Oracle WebCenter Portalおよび関連製品をシステムから削除する方法について説明します。

ソフトウェアを削除する場合は、必ずこの章で紹介する手順に従ってください。ソフトウェアを手動で削除すると、後でソフトウェアを再インストールする際に問題が発生する可能性があります。この章の手順に従うことで、ソフトウェアを正しく削除することができます。

この章の内容は次のとおりです。

	
第6.1項「Oracle WebCenter Portalのアンインストール」


	
第6.2項「Oracle WebCenter Portalの再インストール」






6.1 Oracle WebCenter Portalのアンインストール

アンインストーラは起動に使用したOracleホームを削除します。Oracleホームを削除する前に、Oracleホームが既存のドメインによって使用されていないことを確認し、さらに、このOracleホームを使用している実行中のすべてのプロセスを停止してください。

この手順を実行しても、これまでに作成したWebLogicドメインは削除されません。Oracleホーム内のソフトウェアのみが削除されます。

システムからOracle WebCenter Portalを正しく削除するには、次のタスクが必要です。

	
Oracle Fusion Middlewareの停止


	
Oracle WebCenter Portalスキーマの削除


	
Oracle Universal Content Managementの削除


	
Oracle WebCenter Portalの削除


	
Oracle WebLogic Serverの削除


	
Oracle JDeveloperの削除


	
プログラム・グループの削除(Windowsのみ)


	
システムの再起動(Windowsのみ)






6.1.1 Oracle Fusion Middlewareの停止

Oracle Fusion Middlewareソフトウェアのコンポーネントを削除する前に、すべてのサーバーとプロセスを停止してください。

詳細は、『Oracle Application Server管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する説明を参照してください。

ノード・マネージャを停止するには、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverノード・マネージャ管理者ガイド』のノード・マネージャの停止に関する項の手順を参照してください。






6.1.2 Oracle WebCenter Portalスキーマの削除

リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を起動して、WebCenterスキーマをデータベースから削除します。

手順は、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のスキーマの削除に関する項を参照してください。






6.1.3 Oracle Universal Content Managementの削除

Oracle UCMをOracle WebCenter Portalのインストールとは別にインストールした場合は、Oracle WebCenter Portalを削除する前にこのソフトウェアを別にOracle WebCenter Portalソフトウェアから削除する必要があります。

システムからOracle UCM 11gを削除するには、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』のOracle WebCenter Contentの削除に関する説明を参照してください。

前のバージョンのOracle UCMのを削除するには、次のURLでContent Serverインストレーション・ガイドfor Microsoft WindowsおよびContent Serverインストレーション・ガイドfor UNIXを参照してください。


http://download.oracle.com/docs/cd/E10316_01/owc.htm


Oracle UCMを削除したら、次のOracle WebCenter Portalの削除手順に進むことができます。






6.1.4 Oracle WebCenter Portalの削除

Oracle WebCenter Portalをアンインストールすると、WebCenter OracleホームとともにOracle共通ホーム・ディレクトリが削除されます。

アンインストーラは起動に使用したOracleホームを削除します。この手順を実行しても、これまでに作成したWebLogicドメインは削除されません。Oracleホーム内のソフトウェアのみが削除されます。

Oracleホームの削除を選択する前に、Oracleホームが既存のドメインによって使用されていないことを確認し、さらに、このOracleホームを使用している実行中のすべてのプロセスを停止してください。ソフトウェアを削除すると、WebLogicドメインは使用できなくなります。



6.1.4.1 WebCenter Oracleホームの削除

アンインストーラを起動するには、WebCenter_ORACLE_HOME/oui/binディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはWebCenter_ORACLE_HOME\oui\binディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)に移動して、アンインストーラを起動します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


./runInstaller.sh -deinstall -jreLoc JRE_LOCATION


Windowsオペレーティング・システムの場合:


setup.exe -deinstall -jreLoc JRE_LOCATION





	
注意:

JRE_LOCATIONへの絶対パスを指定してください。相対パスはサポートされていません。









表6-1の手順に従ってOracle WebCenterを削除してください。

アンインストール画面についてさらにヘルプが必要な場合は、付録B「Oracle WebCenter Portalのアンインストール画面」を参照するか、「ヘルプ」をクリックしてオンライン・ヘルプにアクセスしてください。


表6-1 Oracle WebCenter Portalのアンインストール画面のフロー

	画面	説明と必須作業
	
ようこそ


	
1つ以上のOracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントのアンインストールの開始時、この画面が表示されます。


	
Oracleホームのアンインストール


	
削除対象のOracleホームが正しいことを確認します。

「アンインストール」をクリックして続行します。

「警告」画面で、アンインストーラによってソフトウェアの他にOracleホーム・ディレクトリも削除するかどうかを選択します。

ソフトウェアとOracleホームを削除する場合は「はい」を、ソフトウェアのみを削除する場合は「いいえ」を、前の画面に戻る場合は「取消」をクリックします。

「いいえ」を選択した場合、Oracleホーム・ディレクトリを手動で削除する手順は、「Oracleホーム・ディレクトリの手動削除」を参照してください。


	
アンインストールの進行状況


	
この画面では、アンインストールの進捗状況とステータスが表示されます。


	
アンインストール完了


	
この画面は、完了したばかりのアンインストールの状況を要約して示します。

「終了」をクリックして、画面を終了します。












6.1.4.2 Oracle共通ホームの削除

この項では、oracle_commonディレクトリの削除方法を説明します。このディレクトリには、他のOracleホーム・ディレクトリと同様に、oui/bin(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはoui\bin(Windowsオペレーティング・システムの場合)に独自のアンインストーラが含まれています。

アンインストーラを実行するには、MW_HOME/oracle_common/oui/binディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはMW_HOME\oracle_common\oui\binディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)に移動し、アンインストーラを実行します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


./runInstaller -deinstall -jreLoc JRE_LOCATION


Windowsオペレーティング・システムの場合:


setup.exe -deinstall -jreLoc JRE_LOCATION





	
注意:

JRE_LOCATIONへの絶対パスを指定してください。相対パスはサポートされていません。









アンインストーラの起動後は、表6-1の手順に従ってOracle共通ホームを削除します。






6.1.4.3 Oracleホーム・ディレクトリの手動削除

アンインストール時に警告画面で「いいえ」を選択した場合、Oracleホーム・ディレクトリおよびすべてのサブディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえば、WebCenter Oracleホーム・ディレクトリがUNIXオペレーティング・システム上の/home/Oracle/Middleware/Oracle_WC1の場合は、次のようにします。


> cd /home/Oracle/Middleware
> rm -rf Oracle_WC1


Windowsオペレーティング・システムでは、WebCenter Oracleホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Middleware\Oracle_WC1である場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Middlewareディレクトリに移動し、Oracle_WC1フォルダを右クリックして「削除」を選択します。

同じ手順を使用して、Oracle共通ホーム(oracle_common)ディレクトリを手動で削除できます。








6.1.5 Oracle WebLogic Serverの削除

Oracle WebLogic Serverの削除の手順は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』のソフトウェアのアンインストールに関する項で説明しています。

ソフトウェアを削除した後、Middlewareホーム・ディレクトリおよびすべてのサブディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえば、Middlewareホーム・ディレクトリがUNIXオペレーティング・システム上の/home/Oracle/Middlewareの場合は、次のようにします。


> cd /home/Oracle
> rm -rf Middleware


Windowsオペレーティング・システムで、Middlewareホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Middlewareの場合は、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracleディレクトリに移動し、Middlewareフォルダを右クリックして「削除」を選択します。






6.1.6 Oracle JDeveloperの削除

システムにOracle JDeveloperをインストールした場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle JDeveloperインストレーション・ガイド』(Oracle Fusion Applications Edition)のOracle JDeveloperのアンインストールに関する項を参照し、このソフトウェアをシステムから削除する方法を確認してください。






6.1.7 プログラム・グループの削除(Windowsのみ)

また、Windowsシステムでは、Start Menu\Programsフォルダのプログラム・グループも手動で削除する必要があります。C:\Documents and Settings\All Users\Start Menu\Programsから削除するプログラム・グループの例としては、次のようなものがあります(システム上のフォルダ名やプログラム・グループ名はそれぞれ異なる可能性があります)。

	
Oracle Fusion Middleware 11.1.1.6.0


	
Oracle WebCenter 11g - Home1


	
Oracle WebLogic









6.1.8 システムの再起動(Windowsのみ)

Windowsオペレーティング・システムの場合、クリーンアップが適切に行われるには、すべてのプログラムの削除が完了したらコンピュータを再起動する必要があります。








6.2 Oracle WebCenter Portalの再インストール

Oracle製品が格納されているディレクトリにOracle WebCenterを再インストールすることはできません。以前と同じディレクトリにOracle WebCenterを再インストールする場合は、この章の手順に従ってソフトウェアをアンインストールしてから、第2章「Oracle WebCenter Portalのインストール」の手順に従ってソフトウェアを再インストールする必要があります。

部分的にインストールまたは構成したため、Oracle WebCenter Portalを再インストールする必要がある場合は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』の部分的または中断されたインストールや構成からのリカバリに関する項の重要な情報を参照してください。









A Oracle WebCenter Portalのインストール画面

この付録には、Oracle WebCenter Portalのすべてのインストール画面のスクリーンショットと説明が記載されています。

	
インベントリ・ディレクトリの指定


	
インベントリの場所の確認


	
ようこそ


	
ソフトウェア更新のインストール


	
前提条件のチェック


	
インストール場所の指定


	
アプリケーション・サーバー


	
インストール・サマリー


	
インストールの進行状況


	
インストール完了




WebCenter Portalのバックエンド・コンポーネントのインストール画面および手順は、第5章「WebCenter Portalサービスのバックエンド・コンポーネントの準備」を参照してください。



A.1 インベントリ・ディレクトリの指定

[image: 「ようこそ」画面]

図install_inventory.gifの説明



この画面はUNIXシステムの場合にのみ表示されます。このホストに初めてOracleをインストールする場合、インベントリ・ディレクトリの場所を指定する必要があります。このインベントリ・ディレクトリは、コンピュータにインストールされたすべてのOracle製品を把握するために、インストーラで使用されます。

デフォルトのインベントリの場所は、User_Home/oraInventoryです。

「オペレーティング・システム・グループ名」フィールドで、インベントリ・ディレクトリへのアクセス権を付与するメンバーのグループを選択します。これにより、そのグループのすべてのメンバーが、このマシンに製品をインストールできるようになります。






A.2 インベントリの場所の確認

「[image: 「ようこそ」画面]

図install_inventory_confirm.gifの説明



この画面は、UNIXシステムの場合にのみ表示されます。inventory_directory/createCentralInventory.sh スクリプトをroot権限で実行するよう求められます。

このマシンに対するrootアクセス権がない場合にインストールを続行するには、「ローカル・インベントリを使用してインストールを続行」を選択します。






A.3 ようこそ

[image: 「ようこそ」画面]

図install_welcome.gifの説明



このページはOracle Fusion Middlewareインストーラの導入ページであり、次の2つの重要な情報が示されます。

	
インストーラの支援によって実行できるタスクの概要を示す左側のナビゲーション・ペイン。ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報を入力するためにインストーラで表示される個々の画面を表します。


	
インストールを続行する前に満たしておく必要のある前提条件の情報。




この画面の情報を注意深く確認し、必要なすべての前提条件を満たしていることを確認します。

前提条件タスクについて不明な点がある場合は、インストールする特定のOracle Fusion Middlewareソフトウェアのインストレーション・ガイドとともに、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』を参照してください。






A.4 ソフトウェア更新のインストール

[image: 「ようこそ」画面]

install_software_updates.gifの画像の説明



この画面で、My Oracle Supportアカウントを使用して、重要なセキュリティ更新を含む最新のソフトウェア更新を迅速かつ簡単に検索できます。

次の表で、この画面のフィールドについて説明します。


	要素	説明
	
ソフトウェア更新のスキップ

	
この画面をスキップする場合は、このオプションを選択します。インストーラは、現在の製品インストールに適用できる可能性のある更新をチェックしません。


	
My Oracle Supportで更新を検索

	
My Oracle Supportアカウントがある場合、このオプションを選択すると、インストールしようとしているソフトウェア製品に適用可能なソフトウェア更新をインストーラが自動的にMy Oracle Supportで検索します。

My Oracle Supportのアカウント名とパスワードを入力し、「更新の検索」をクリックします。

適用可能なソフトウェア更新が、インストーラによりMy Oracle Supportから自動的にダウンロードされます。

更新を検索する前に、「接続のテスト」をクリックすると、My Oracle Supportへのログイン資格証明と接続をテストできます。プロキシ・サーバーが必要な場合は、「プロキシ設定」をクリックして構成します。


	
ローカル・ディレクトリで更新を検索

	
最新のソフトウェア更新をすでにダウンロードしてあり、インストールしようとしている製品に適用可能な更新を、インストーラがローカル・ディレクトリで検索するようにする場合は、このオプションを選択します。

このオプションを選択すると、更新が置かれたローカル・ディレクトリを特定する際に使用する追加のフィールドと「参照」ボタンが、インストーラによって表示されます。












A.5 前提条件のチェック

[image: 「ようこそ」画面]

図install_prereqs.gifの説明



この画面では、ホスト・コンピュータを分析して、特定のオペレーティング・システムの前提条件を満たしているか確認します。

失敗した前提条件チェックがあると、短いエラー・メッセージが画面下部に表示されます。エラーを修正し、「再試行」をクリックして再試行します。エラーまたは警告を無視し、インストールを続行する場合は、「続行」をクリックします。

すべてのコンポーネントについて前提条件チェックを停止するには、「中止」をクリックします。


システム要件と前提条件の詳細

インストールを行う前に、システム要件と前提条件のドキュメントを読み、インストールする製品の最小インストール要件を環境が満たしていることを確認する必要があることに注意してください。これらのドキュメントは、Oracle Technology Network(OTN)で入手できます。

システム要件のドキュメントには、ハードウェアとソフトウェアの要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチなどの情報が記載されています。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html


動作要件のドキュメントには、サポートされているインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサードパーティ製品が記載されています。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html





	
注意:

32ビット版の製品をインストールする場合は、インストール先のシステムも32ビット・システムをサポートしている必要があります。32版の製品の64ビット・システムへのインストールはサポートされていません。














A.6 インストール場所の指定

[image: 「ようこそ」画面]

図install_location.gifの説明



この画面を使用して、Oracle WebCenter Portalソフトウェアをインストールする場所を特定します。

次の表では、このページに表示されるフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	
Oracleミドルウェア・ホーム

	
Oracle WebLogic Serverのインストール時に作成された既存のOracle Middlewareホーム・ディレクトリの絶対パスを指定します。

Middlewareホームのフルパスが不明の場合は、「参照」をクリックして、システム上のディレクトリを特定します。


	
Oracleホーム・ディレクトリ

	
Oracleホーム・ディレクトリは、製品がインストールされる場所です。ソフトウェアのバイナリはすべてこのディレクトリに常駐し、ランタイム・プロセスによりこのディレクトリに書き込むことはできません。

製品をインストールする、Oracle Middlewareホーム内のディレクトリを指定します。次の点に注意してください。

	
新規ディレクトリを指定すると、Middlewareホーム内に作成されます。


	
既存のディレクトリを指定する場合(以前のインストールが不完全で再インストールする場合など)、そのディレクトリがMiddleware内にある必要があります。














	
注意:

oracle_commonは、Oracleホーム・ディレクトリとして指定できません。









Windowsオペレーティング・システムにインストールする場合は、ディレクトリ・パスが有効で、ダブル・バックスラッシュ(\\)が含まれていないことを確認してください。






A.7 アプリケーション・サーバー

[image: 「ようこそ」画面]

install_app_server.gifの画像の説明



このインストールに使用するアプリケーション・サーバーを選択します。

	
インストーラによってOracle WebLogic ServerがインストールされているMiddlewareホームが検出された場合、これが使用されるアプリケーション・サーバーになります。画面に表示されるその他のフィールドはすべて非アクティブになります。


	
インストーラによってOracle WebLogic ServerがインストールされているMiddlewareホームが検出された場合、アプリケーション・サーバー・オプションの1つを選択し、「Application Serverの場所」フィールドにその場所を指定する必要があります。


	
インストーラによってMiddlewareホーム・ディレクトリが検出されなかった場合、「WebLogic Server」オプションは非アクティブになります。「WebSphere」を選択し、「Application Serverの場所」フィールドにIBM WebSphereの場所を指定する必要があります。









A.8 インストール・サマリー

[image: 「ようこそ」画面]

図install_summary.gifの説明



この画面には、インストール・セッションでの選択内容のサマリーが表示されます。次の情報が含まれています。

	
インストールの場所


	
インストールに使用されるディスク領域


	
インストール対象として選択したアプリケーション




この画面の情報を入念に確認し、次のいずれかを行います。

	
インストールを開始する前に構成を変更する場合、ナビゲーション・ペインを使用して、戻って編集するインストーラ画面を選択します。


	
情報に問題がない場合、「インストール」をクリックしてインストール処理を開始します。


	
この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイル)に保存する場合は、「保存」をクリックします。この結果生成されるレスポンス・ファイルは、後で同じインストールをコマンドラインから実行する場合に使用できます。詳細は、付録C「サイレント・インストールとアンインストール」を参照してください。









A.9 インストールの進行状況

[image: 「ようこそ」画面]

図install_progress.gifの説明



この画面はインストールの進行状況を示します。

インストールが完了する前に終了するには、「取消」をクリックします。この場合、インストールが部分的に完了しているため、「取消」をクリックする前にインストールされたソフトウェアの一部がシステム上に残ります。手動でこれらを削除する必要があります。






A.10 インストール完了

[image: 「ようこそ」画面]

install_complete.gifの画像の説明



この画面は、完了したばかりのインストールの要約を示します。

このサマリー情報を後で参照するためにテキスト・ファイルに保存する場合は、「保存」をクリックします。

「終了」をクリックすると、画面が閉じ、インストール・セッションが終了します。









B Oracle WebCenter Portalのアンインストール画面

この付録には、Oracle WebCenter Portalのすべてのアンインストール画面のスクリーンショットと説明が記載されています。

	
ようこそ


	
Oracleホームのアンインストール


	
アンインストールの進行状況


	
アンインストール完了






B.1 ようこそ

[image: 「ようこそ」画面]

図deinstall_welcome.gifの説明



1つ以上のOracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントのアンインストールの開始時、この画面が表示されます。

インストーラを使用してOracle Fusion Middlewareをアンインストールする場合、インストーラによって、選択したOracleホームのソフトウェア・ファイルのディスクからの削除、Oracleインベントリの更新およびコンポーネントを削除するためのオペレーティング・システム固有の他のタスクが行われます。

製品のインストールの開始時に表示される「ようこそ」画面同様、アンインストールの「ようこそ」画面には、インストーラによって支援されるタスクのサマリーを示すナビゲーション・ペインが左側に含まれます。

ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報を入力するためにインストーラで表示される個々の画面を表します。






B.2 Oracleホームのアンインストール

[image: 「ようこそ」画面]

図deinstall_oracle_home.gifの説明



この画面を使用して、アンインストールするOracleホームを選択したことを確認します。

「アンインストール」をクリックすると、この画面に表示されたOracleホームのアンインストール・プロセスが開始されます。




	
注意:

「アンインストール」をクリックする前に、選択したOracleホームに関連付けられているすべてのプロセスが停止していることを確認してください。Oracle Fusion Middlewareソフトウェアのアンインストールの詳細は、ソフトウェア・スイートのインストレーション・ガイドのアンインストールに関する情報を参照してください。









この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイル)に保存する場合は、「保存」をクリックします。この結果生成されるレスポンス・ファイルは、後で同じアンインストール処理をコマンドラインから実行する場合に使用できます。詳細は、付録C「サイレント・インストールとアンインストール」を参照してください。

これが正しいディレクトリであることを確認したら、「アンインストール」をクリックして続行します。

次のような警告画面が表示されます。

[image: アンインストールの「警告」画面]

図deinstall_oh_warning.gifの説明



「はい」をクリックすると、ソフトウェア、およびアンインストーラを起動したOracleホーム・ディレクトリが削除されます。

「いいえ」をクリックすると、ソフトウェアは削除されますが、Oracleホーム・ディレクトリは削除されません。

「取消」をクリックすると、前の画面に戻ります。






B.3 アンインストールの進行状況

[image: 「ようこそ」画面]

図deinstall_progress.gifの説明



この画面を使用して、アンインストールの進行状況を監視します。

「取消」をクリックすると、アンインストール・プロセスが停止します。






B.4 アンインストール完了

[image: 「ようこそ」画面]

図deinstall_completed.gifの説明



この画面は、完了したばかりのアンインストールの状況を要約して示します。この画面が表示されるということは、アンインストールが完了し、選択したコンポーネントがOracleインベントリから消去されたことを表します。

「終了」をクリックして、インストーラを終了します。









C サイレント・インストールおよびサイレント・アンインストール

この付録では、Oracle WebCenter Portalをコマンドラインからサイレント・モードでインストールおよびアンインストールする方法について説明します。この付録の内容は次のとおりです。

	
第C.1項「サイレント・インストールおよびサイレント・アンインストールについて」


	
第C.2項「Oracle WebCenter Portalレスポンス・ファイル・テンプレートの使用」






C.1 サイレント・インストールおよびサイレント・アンインストールについて

Oracle Universal Installerのサイレント・インストール・モードを使用して、グラフィカル・ユーザー・インタフェースを省略し、必要な情報をレスポンス・ファイルで提供できます。この方法は、複数のホストに同じ製品を複数回インストールする場合に最も便利です。レスポンス・ファイルを使用して、インストール・パラメータがわかっている製品のインストールを自動化できます。

サイレント・インストールとアンインストールの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のサイレント・インストールとアンインストールに関する説明を参照してください。






C.2 Oracle WebCenter Portalレスポンス・ファイル・テンプレートの使用

サイレント・インストールを実行する前に、インストール固有の情報をレスポンス・ファイルに指定する必要があります。レスポンス・ファイルは、通常はユーザーが対話型インストール・セッション中にOracle Universal Installerユーザー・インタフェースを通じて取得する情報を含む指定ファイルです。それぞれの回答は、レスポンス・ファイルで識別される変数の値として格納されます。たとえば、Oracleホームまたはインストール・タイプの値は、レスポンス・ファイル内で自動的に設定できます。レスポンス・ファイルは、テキスト・エディタで作成または編集可能なテキスト・ファイルです。

正しく構成されていないレスポンス・ファイルを使用してインストールを実行しようとすると、インストーラは機能しません。レスポンス・ファイルを作成するには、まずインストールGUIを実行してから「インストール・サマリー」画面で「保存」をクリックすることをお薦めします。このレスポンス・ファイルの作成先の名前と場所を入力するよう求められます。作成した後は、このファイルを使用して、他のシステムに同一のインストールを複製することも、必要に応じて変更することもできます。

Oracle WebCenter Portalのレスポンス・ファイル・テンプレートは、アーカイブ・ファイルの解凍先であるDisk1/stage/Responseディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはDisk1\stage\Responseディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)にあります(第2.2.1項「ソフトウェアの入手」)。

	
サイレント・インストールに使用できるレスポンス・ファイル・テンプレートの詳細は、第C.2.1項「Oracle WebCenter Portalサイレント・インストール・レスポンス・ファイルの使用」を参照してください。


	
サイレント・アンインストールに使用できるレスポンス・ファイル・テンプレートの詳細は、第C.2.2項「Oracle WebCenter Portalサイレント・アンインストール・レスポンス・ファイルの使用」を参照してください。






C.2.1 Oracle WebCenter Portalサイレント・インストール・レスポンス・ファイルの使用

表C-1に、Oracle WebCenter Portal用に用意されているインストール・レスポンス・ファイル・テンプレートを示します。


表C-1 Oracle WebCenter Portalのインストール・レスポンス・ファイル・テンプレート

	テンプレート	説明
	
sampleResponse_wls.rsp

	
このレスポンス・ファイル・テンプレートを使用すると、Oracle WebLogic Serverをアプリケーション・サーバーとして使用してOracle SOA Suiteをインストールできます。GUIを使用して同じインストールを行うには、インストーラを実行して「アプリケーション・サーバー」画面で「WebLogic Server」を選択します。

詳細は、第C.2.1.1項「sampleResponse_wls.rspレスポンス・ファイル・テンプレートの使用」を参照してください。


	
sampleResponse_was.rsp

	
このレスポンス・ファイル・テンプレートを使用すると、IBM WebSphereをアプリケーション・サーバーとして使用してOracle SOA Suiteをインストールできます。GUIを使用して同じインストールを行うには、インストーラを実行して「アプリケーション・サーバー」画面で「Websphere」を選択します。

詳細は、第C.2.1.2項「sampleResponse_was.rspレスポンス・ファイル・テンプレートの使用」を参照してください。










C.2.1.1 sampleResponse_wls.rspレスポンス・ファイル・テンプレートの使用

表C-2では、sampleResponse_wls.rspレスポンス・ファイル・テンプレートに指定されているパラメータについて説明します。レスポンス・ファイルに出現する順序でパラメータを示します。パラメータは、グラフィカル・モードで表示されるインストールの画面の順序に従う必要はありません。


表C-2 sampleResponse_wls.rspファイルのパラメータ

	対応するインストール画面	パラメータ	説明
	
ソフトウェア更新のインストール


	
SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION

SOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATION

	
ソフトウェア更新をダウンロードできる場所を指定する場合は、SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION=trueを設定します。

次に、SOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータを使用して、更新が含まれているローカル・システムのディレクトリを指定します。


	
SKIP_SOFTWARE_UPDATES

	
インストーラでソフトウェア更新を確認しない場合は、SKIP_SOFTWARE_UPDATES=trueを設定します。


	
インストール場所の指定


	
ORACLE_HOME

	
Oracleホーム・ディレクトリのフルパスを指定します。


	
MIDDLEWARE_HOME

	
Middlewareホーム・ディレクトリのフルパスを指定します。


	
アプリケーション・サーバー


	
APPSERVER_TYPE

	
Oracle WebLogic Serverをアプリケーション・サーバーとして使用しているため、APPSERVER_TYPE=WLSを設定します。












C.2.1.2 sampleResponse_was.rspレスポンス・ファイル・テンプレートの使用

表C-3では、sampleResponse_was.rspレスポンス・ファイル・テンプレートに指定されているパラメータについて説明します。レスポンス・ファイルに出現する順序でパラメータを示します。パラメータは、グラフィカル・モードで表示されるインストールの画面の順序に従う必要はありません。


表C-3 sampleResponse_was.rspファイルのパラメータ

	対応するインストール画面	パラメータ	説明
	
ソフトウェア更新のインストール


	
SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION

SOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATION

	
ソフトウェア更新をダウンロードできる場所を指定する場合は、SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION=trueを設定します。

次に、SOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータを使用して、更新が含まれているローカル・システムのディレクトリを指定します。


	
SKIP_SOFTWARE_UPDATES

	
インストーラでソフトウェア更新を確認しない場合は、SKIP_SOFTWARE_UPDATES=trueを設定します。


	
インストール場所の指定


	
ORACLE_HOME

	
Oracleホーム・ディレクトリのフルパスを指定します。


	
MIDDLEWARE_HOME

	
Middlewareホーム・ディレクトリのフルパスを指定します。


	
アプリケーション・サーバー


	
APPSERVER_TYPE

	
IBM WebSphereアプリケーション・サーバーを使用しているため、APPSERVER_TYPE=WASを設定します。


	
APPSERVER_LOCATION

	
IBM WebSphereアプリケーション・サーバーの場所を指定します。














C.2.2 Oracle WebCenter Portalサイレント・アンインストール・レスポンス・ファイルの使用

アンインストール用に提供されている唯一のレスポンス・ファイル・テンプレートは、deinstall_oh.rspです。このファイルには、パラメータDEINSTALL_IN_ASINSTANCE_MODE=falseが1つのみ指定されています。これにより、アンインストーラは削除するOracleインスタンスを検索せず、かわりに起動に使用したOracleホームを削除します。











D トラブルシューティング

この付録では、Oracle WebCenter Portalのインストール時に発生する可能性のある一般的な問題の解決策を説明します。この付録の内容は次のとおりです。

	
第D.1項「トラブルシューティングの全般的なヒント」


	
第D.2項「インストール・ログ・ファイルおよび構成ログ・ファイル」


	
第D.3項「JREの場所の追跡」


	
第D.4項「さらに支援が必要な場合」






D.1 一般的なトラブルシューティングのヒント

インストール中にエラーが発生した場合:

	
最新の情報は、(プラットフォームに応じ、)Oracle Fusion Middlewareリリース・ノートfor Linux x86またはOracle Application Serverリリース・ノートおよび新機能を参照してください。このリリース・ノートの最新バージョンは、Oracle Technology NetworkのOracle Fusion Middlewareのドキュメントのページから入手できます。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/fusion-middleware/documentation/index.html


リリースに対応するドキュメント・ライブラリのリンクをクリックします。リリース・ノートは、このライブラリから入手できます。


	
システム要件と仕様に関する次のドキュメントで指定されている要件を、コンピュータが満たしていることを確認します。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html


	
いずれかのインストール画面で間違った情報を入力した場合は、その画面に戻るまで「戻る」をクリックします。


	
インストーラによるファイルのコピー中またはリンク中にエラーが発生した場合:


	
そのエラーをメモして、インストール・ログ・ファイルを確認します。


	
第6章「Oracle WebCenterのアンインストール」の手順に従って、失敗したインストールを削除します。


	
エラーの原因となった問題を修正します。


	
インストールを再開します。












D.2 インストール・ログ・ファイルおよび構成ログ・ファイル

この項では、Oracle Fusion Middlewareのインストール時に発生する可能性のある一般的な問題の解決策を説明します。この章の内容は次のとおりです。

	
第D.2.1項「インストール・ログ・ファイル」


	
第D.2.2項「構成ログ・ファイル」






D.2.1 インストール・ログ・ファイル

インストーラによって、Oracle_Inventory_Location/logディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはOracle_Inventory_Location\logsディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)にログ・ファイルが書き込まれます。UNIXオペレーティング・システムでは、Oracle Inventoryディレクトリの場所が不明な場合は、次のディレクトリ(デフォルト場所)に格納されているoraInst.loc ファイルでその場所を検索できます。

	
Linuxの場合: /etc/oraInst.loc


	
HP-UXおよびSolarisの場合: /var/opt/oracle/oraInst.loc




Windowsオペレーティング・システムの場合、インベントリ・ディレクトリのデフォルトの場所は、C:\Program Files\Oracle\Inventory\logsです。

ログ・ディレクトリに書き込まれるインストール・ログ・ファイルは次のとおりです。

	
installdate-time-stamp.log

これはメインのログ・ファイルです。


	
installdate-time-stamp.out

このログ・ファイルには、インストール時の出力ストリームやエラー・ストリームが記載されます。


	
installActionsdate-time-stamp.log

このファイルは、インストーラGUIによって内部情報の追跡に使用されます。


	
installProfiledate-time-stamp.log

このログ・ファイルには、インストールおよび構成を完了するまでにかかった時間やメモリーおよびCPUの詳細事項など、全体的な統計が記載されます。


	
oraInstalldate-time-stamp.log

このログ・ファイルには、コピー・セッションの出力ストリームが記載されます。




-printtimeパラメータを使用してインストーラを起動すると、同じディレクトリに、timeTakendate-time-stamp.logファイルとtimedate-time-stamp.logファイルが作成されます。

	
timeTakendate-time-stamp.log

このファイルには、画面間の移動にかかる時間に関する情報が含まれます(GUIインストールにのみ該当)。


	
timedate-time-stamp.log

このファイルには、コピー・セッションの時間に関する情報が記載されます。




-printmemoryパラメータを使用してインストーラを起動すると、memorydate-time-stamp.logファイルが作成されます。このファイルには、コピー・セッションのメモリー使用量に関する情報が記載されます。






D.2.2 構成ログ・ファイル

構成セッションのログ・ファイルを作成するには、次のように-logオプションを指定して構成ウィザードを起動します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


./config.sh -log=log_filename -log_priority=log_level


Windowsオペレーティング・システムの場合:


config.cmd -log=log_filename -log_priority=log_level





-logおよび-log_priorityオプションの詳細は、表D-1を参照してください。


表D-1 構成ウィザードのログ・ファイル・オプション

	パラメータ	説明
	
-log

	
ログ・ファイルの場所を指定します。

log_filenameに絶対パスを指定すると、その場所にログ・ファイルが作成されます。パスを指定しないでファイル名のみを指定した場合、ログ・ファイルはMW_HOME/logsディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはMW_HOME\logsディレクトリ(Windowsオペレーティング・システム)に作成されます。

-logで指定できるその他の値は次のとおりです。

	
stdout

エラー・メッセージは標準出力ストリームに書き込まれます。


	
stderr

エラー・メッセージは標準エラー・ストリームに書き込まれます。


	
disable

デフォルトのロギングは無効になり、ログ・ファイルはMW_HOME/logs (UNIXオペレーティング・システムの場合)またはMW_HOME\logs (Windowsオペレーティング・システム)に生成されなくなります。





	
-log_priority

	
ログに書き込む詳細レベルを指定します。

使用できる値を、次に詳細レベルの高いものから順に示します。

	
debug


	
info


	
warning


	
error


	
fatal

















D.3 JREの場所の記録

インストーラで使用されるJREの場所は、WebCenter_ORACLE_HOME/oui/oraparam.iniファイル(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはWebCenter_ORACLE_HOME\oui\oraparam.iniファイル(Windowsオペレーティング・システムの場合)に保存されます。このファイルは、OPatchおよびOracle Universal Installer(OUI)が、推奨されるJREの場所を決定するために使用されます。

JREの場所を変更できます(たとえば、JREディレクトリをMiddlewareホームの外に移動します)。この場合、OPatchまたはOUIを実行しようとすると、JREの場所が見つからないためエラー・メッセージが表示されます。この場合は、次のいずれかを実行できます。

	
WebCenter_ORACLE_HOME/oui/oraparam.iniファイル(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはWebCenter_ORACLE_HOME\oui\oraparam.iniファイル(Windowsオペレーティング・システムの場合)を編集し、JREの新しい場所を指し示すようにします。


	
-jreLocコマンド・ライン・オプションを使用して、新しいJREの場所を指定します。詳細は、第2.2.2項「インストーラの実行」を参照してください。









D.4 問題が解決しなかった場合

この付録で問題が解決されない場合は、My Oracle Support(以前のOracle MetaLink: http://metalink.oracle.com)に連絡するか、またはサービス・リクエストをオープンしてください。
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Prerequisite Checks screen. This screen is described in the surrounding text.


Install Software Updates screen. By default, the Search My Oracle Support for Updates option is selected. This screen is described in the surrounding text.


Installation Complete screen. This screen is described in the surrounding text.


This figure shows the directory structure of a WebCenter Portal installation.


Deinstall Oracle Home screen. This screen is described in the surrounding text.


Installation Progress screen. This screen is described in the surrounding text.


Deinstallation Complete screen. This screen is described in the surrounding text.


Installation Summary screen. This screen is described in the surrounding text.


Deinstallation Warning screen. This screen is described in the surrounding text.


Specify Installation Location screen. This screen is described in the surrounding text.


This screen shows the Configuration Wizard screen where the user can select the Oracle WebCenter products they want to configure. It is described in the surrounding text.


Welcome screen. This screen is described in the surrounding text.


This figure shows the steps for installing Oracle WebCenter Portal in a simple topology.


Deinstall Welcome screen. This screen is described in the surrounding text.


Inventory Location Confirmation screen. This screen is described in the surrounding text.


Deinstallation Progress screen. This screen is described in the surrounding text.


This screen shows the Configuration Wizard screen where the user can select the WebCenter Portal products they want to configure.


Application Server screen. This screen is described in the surrounding text.


This figure shows the Fusion Middleware Control console, with the WebCenter Portal services automatially configured for Spaces displayed.


This figure shows the structure of a WebCenter Portal domain.


Specify Inventory Directory screen. This screen is described in the surrounding text.
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